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研究分野 研究内容のキーワード

食品衛生学、食品安全学 ラット門脈カテーテル留置法、健康食品、機能性食品、食品添加物

学位 最終学歴

薬学博士,薬学修士 静岡県立静岡薬科大学大学院 薬学研究科 博士課程 修了

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
1.対面およびオンライン併用によるハイブリッド型授 2020年4月1日〜現在 対面授業に加え、zoomによるライブ配信および

業の導入 　 YouTubeによるオンデマンド配信を実施することで、受

　 　 講生の利便性と理解度を高めた。授業形態をハイフ

　 　 レックス型とすることで、同じ内容の授業を対面でも

　 　 オンラインでも受講できるようにした。

2.授業資料のインターネット配信による予習・復習の 2013年4月〜現在 授業で使用する資料をホームページを通じて配信し，

促進 　 授業の予習や復習に利用できるようした。資料は，

　 　 PDFファイルにし，紙媒体への印刷を始め，iPadなどの

　 　 モバイル端末でも使用できるように配慮した。

3.授業資料のインターネット配信による予習・復習の 2012年4月現在 授業で使用する資料をホームページを通じて配信し，

促進 　 授業の予習や復習に利用できるようした。資料は，

　 　 PDFファイルにし，紙媒体への印刷を始め，iPadなどの

　 　 モバイル端末でも使用できるように配慮した。

4.授業資料のインターネット配信による予習・復習の 2011年04月2012年03月 授業で使用する資料をホームページを通じて配信し，

促進 　 授業の予習や復習に利用できるようした。資料は，

　 　 PDFファイルにし，紙媒体への印刷を始め，iPadなどの

　 　 モバイル端末でも使用できるように配慮した。

5.LMS（学習管理運営システム）を用いた管理栄養士国 2011年 LMS（学習管理運営システム）を用いて，管理栄養士国

家試験対策 　 家試験対策模擬試験を実施した。また，セルフテスト

　 　 を作成し，自宅からでも自主学習ができるシステムを

　 　 構築した。

6.LMS（学習管理運営システム）を用いた管理栄養士国 2010年 LMS（学習管理運営システム）を用いて，管理栄養士国

家試験対策 　 家試験対策模擬試験を実施した。また，セルフテスト

　 　 を作成し，自宅からでも自主学習ができるシステムを

　 　 構築した。

7.授業資料のインターネット配信による予習・復習の 2010年 授業で使用する資料をホームページを通じて配信し，

促進 　 授業の予習や復習に利用できるようした。資料は，

　 　 PDFファイルにし，紙媒体への印刷を始め，iPadなどの

　 　 モバイル端末でも使用できるように配慮した。

2 作成した教科書、教材
1.Nブックス　新訂　食品衛生学 2020年5月20日 　

2.新版 茶の機能：ヒト試験から分かった新たな役割 2013年10月24日 　

3.Nブックス　新版食品衛生学 2011年04月 　

4.健康と食の安全を考えた食品衛生学実験 2011年04月 　

5.管理栄養士国家試験問題の傾向と対策 過去問の分析 2010年07月 　

と配列による徹底演習＜第20〜24回徹底解説＞ 　 　

6.Nブックス　実験シリーズ　食品衛生学実験 2009年04月 　

7.よくわかる最新食品添加物の基本と仕組み 2008年11月 食品添加物の安全性や有用性について，わかりやすく

　 　 解説した教材

8.情報活用の基礎　2008年度版 2008年04月 パソコンやネットワークに関する基礎的知識を身につ

　 　 けるとともに，プレゼンテーションなどのソフトウエ

　 　 アを活用する技能を習得する。

9.情報活用の基礎　2007年度版 2007年04月 パソコンやネットワークに関する基礎的知識を身につ

　 　 けるとともに，プレゼンテーションなどのソフトウエ

　 　 アを活用する技能を習得する。

10.電子教科書「食品衛生学」 2007年04月 管理栄養士，栄養士の養成に最も必要な「食の安心，

　 　 安全」に関する考え方，科学的根拠の必要性と重要性

　 　 に関わる基礎知識を身につけるための教科書で，法律

　 　 改正等最新の情報を掲載することを目的として作成し

　 　 た。
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教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

2 作成した教科書、教材
11.テキスト食物と栄養科学シリーズ4食品加工・安全・ 2007年04月 管理栄養士，栄養士の養成に最も必要な「食の安心，

衛生 　 安全」に関する考え方，科学的根拠の必要性と重要

　 　 性，食の安心，安全に関わる基礎知識を身につけるた

　 　 めの教科書である。

12.図解食品衛生学　第3版 2006年12月 　

13.情報活用の基礎　2006年度版 2006年04月 パソコンやネットワークに関する基礎的知識を身につ

　 　 けるとともに，プレゼンテーションなどのソフトウエ

　 　 アを活用する技能を習得する。

14.【わかりやすい】栄養・健康データ集 2006年01月 　

15.食品安全学 2005年10月 　

16.情報活用の基礎2005年度版 2005年04月 　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
1.甲子園大学　栄養学部　非常勤講師 1996年4月1日1997年3月31日 　

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
1.薬学博士 1986年3月17日 　

2.薬剤師 1982年12月6日 　

2 特許等
1.カテーテル 2013年12月20日 特願2008-200349

　 　 特許第5435689号

2.蛋白代謝改善剤 　 特許公開平6-166633

3.薬膳ケーキ 　 特許公開2007-267618

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
1.厚生労働大臣表彰 2018年07月28日 栄養士養成功労者

2.兵庫県知事表彰 2016年05月28日 栄養士養成功労者

3.兵庫県栄養士会会長表彰　栄養士養成功労者 2013年05月25日 公益社団法人兵庫県栄養士会

4.全国栄養士養成施設協会会長表彰 2011年11月3日 社団法人全国栄養士養成施設協会

5.第2回スクールホームページグランプリ「佳作」受賞 2000年07月19日 日本経済新聞社

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.Nブックス　新訂　食 共 2020年5月 建帛社 伊藤武，古賀信幸，金井美惠子，佐藤吉朗，桝田和彌，松浦寿喜，

品衛生学 　 20日 　 山口仁孝，吉田徹

2.新版 茶の機能：ヒト 共 2013年10月 日本茶業中央会 松浦寿喜ら著（衛藤英男，伊勢村護，冨田勲，原征彦，山本(前田)

試験から分かった新 　 24日 　 万里，横越英彦，榛村純一編）

たな役割 　 　 　 　

3.Nブックス　新版食品 共 2011年04月 建帛社 伊藤武，古賀信幸，金井美惠子，後藤政幸，佐藤吉朗，辻牧子，西

衛生学 　 　 　 島基弘，福島正子，松浦寿喜，宮沢文雄，吉田徹

4.健康と食の安全を考 共 2011年04月 アイ・ケイ　コー 中村好志，松浦寿喜，石原健吾，石綿肇，宇都宮信子，木苗直秀，

えた食品衛生学実験 　 　 ポレーション 佐野満昭，高根沢亜美，増田修一，吉田徹

5.管理栄養士国家試験 共 2010年07月 アイ・ケイ　コー 上田伸男，中野慶子，岡崎貴世，多賀昌樹，坂井　孝，長坂祐二，

問題の傾向と対策 過 　 　 ポレーション 渡邊　悟，松浦寿喜，竹内若子，山本淳子，坂井堅太郎，栢下　

去問の分析と配列に 　 　 　 淳，森政淳子，小澤啓子，斎藤さな恵，佐々木ルリ子

よる徹底演習＜第 　 　 　 　

20?24回徹底解説＞ 　 　 　 　

6.高度マンマシンイン 共 2009年04月 シーエムシー出版 渡辺好章，三木光範，新川拓也，中川誠司，柳田益造，力丸　裕，

ターフェイスと情報 　 　 　 小川一文，辻内伸好，横川隆一，吉田正樹，井原浩二，松浦寿喜，

技術の応用展開-けい 　 　 　 小泉範子，八木良樹，小笠原司，上田　淳，笹岡秀一，鋤柄俊夫ら

はんな知的クラス 　 　 　

ターにおけるネオカ 　 　 　 　

デンプロジェクト- 　 　 　 　

7.Nブックス　実験シ 共 2009年04月 建帛社 後藤政幸，上田龍太郎，金井美恵子，岸本満，古賀信幸，杉山千

リーズ　食品衛生学 　 　 　 歳，逵牧子，友近健一，仲克己，松浦寿喜，吉田徹
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
実験 　 　 　 　

8.よくわかる最新食品 単 2008年11月 秀和システム

添加物の基本と仕組 　 　 　 　

み 　 　 　 　

9.テキスト食物と栄養 共 2007年02月 　 大鶴勝編，江崎秀男，太田義雄，古賀信幸，佐藤之紀，佐野満昭，

科学シリーズ4 　 　 　 島田和子，瀬口正晴，逵牧子，中村好志，西村公雄，升井洋至，松

　 　 　 　 井徳光，松浦寿喜，渡辺文雄

10.図解食品衛生学　第 共 2006年12月 化学同人 市川富夫，一戸正勝，伊藤誉志男，尾上洋一，金子精一，館野つや

3版 　 　 　 子，西島基弘，堀江正一，松浦寿喜，吉田博

11.わかりやすい栄養・ 共 2006年01月 化学同人 沖田千代編，都筑廣久，高野康夫，小野廣紀，森木利昭，竜口和

健康データ集 　 　 　 恵，長島万弓，宅間真佐代，松浦寿喜，沖田卓雄，外山健二，天本

　 　 　 　 理恵，武藤慶子，亀山良子，児玉満

12.食品安全学 共 2005年10月 同文書院 中村好志，西島基弘，松浦寿喜，斉藤愼一，佐野満昭，堀伸二郎，

　 　 　 　 江崎秀男，伊藤武，山田静雄，梅垣敬三，木苗直秀，畝山智香子

13.新食品・栄養科学シ 共 2003年03月 化学同人 市川富夫編・太田周司・西宗高弘・池田小夜子・岸本三香子・市川

リーズ　食べ物と健 　 　 　 富夫・中川一夫・松浦寿喜

康５　食品衛生学 　 　 　 食品衛生関係法規、食品衛生行政、食品と微生物、食品と変質、変

　 　 　 　 質の防止、食中毒と感染症、食品を介する寄生虫症、有害物質によ

　 　 　 　 る食品汚染、食品添加物、食品の器具、容器包装と台所洗剤、食品

　 　 　 　 衛生対策など栄養士、管理栄養士に必要な最新情報を12章にわけて

　 　 　 　 記述した。担当（PP.121〜138，PP.139〜142）

14.Ｎブックス　食品衛 共 2002年11月 建帛社 宮沢文雄・古賀信幸・井上喜恵・金井美恵子・後藤政幸・逵牧子・

生学 　 　 　 松浦寿喜

　 　 　 　 食品衛生関係法規、食品衛生行政、食品と微生物、食品と変質、変

　 　 　 　 質の防止、食中毒と感染症、食品を介する寄生虫症、有害物質によ

　 　 　 　 る食品汚染、食品添加物、食品の器具、容器包装と台所洗剤、食品

　 　 　 　 衛生対策など栄養士、管理栄養士に必要な最新情報を12章にわけて

　 　 　 　 記述した。担当（PP.19〜32，PP.115〜129，PP.134〜151）

15.図解食品衛生学　第 共 2001年11月 講談社サイエン 市川富夫・一戸正勝・伊藤誉志男・金子精一・館野つや子・成田弘

２版 　 　 ティフィク 子・西島基弘・松浦寿喜・吉田博

　 　 　 　 食品衛生関係法規、食品衛生行政、食品と微生物、食品と変質、変

　 　 　 　 質の防止、食中毒と感染症、食品を介する寄生虫症、有害物質によ

　 　 　 　 る食品汚染、食品添加物、食品の器具、容器包装と台所洗剤、食品

　 　 　 　 衛生対策など栄養士、管理栄養士に必要な最新情報を12章にわけて

　 　 　 　 記述した。担当（pp.156〜166，pp.186〜192）

16.食品・栄養科学シ 共 2000年12月 化学同人 市川富夫・太田周司・西宗高弘・池田小夜子・岸本三香子・中川一

リーズ 　 　 　 夫・松浦寿喜

　 　 　 　 食品衛生関係法規、食品衛生行政、食品と微生物、食品と変質、変

　 　 　 　 質の防止、食中毒と感染症、食品を介する寄生虫症、有害物質によ

　 　 　 　 る食品汚染、食品添加物、食品の器具、容器包装と台所洗剤、食品

　 　 　 　 衛生対策など栄養士、管理栄養士に必要な最新情報を12章にわけて

　 　 　 　 記述した。担当（pp.117〜138）

17.自分でできる買って 共 1999年12月 情報センター出版 松浦寿喜・松井宏夫

もいいものの見分け 　 　 局 市販の加工食品に使用されている食品添加物の安全性について解説

方 　 　 　 し、商品の表示から安心して食べることのできる食品の見分け方に

　 　 　 　 ついて記述した。

18.食品衛生学実験 共 1999年03月 樹村房

　 　 　 　 高村一知・石原元也・中川一夫・本郷泰生・松浦寿喜）□化学実験

　 　 　 　 の基礎、食品添加物試験、食品中の有害物質の検査、食器、洗剤の

　 　 　 　 衛生検査、微生物学実験の基礎、微生物学実験について詳細に記載

　 　 　 　 されたテキストである。担当（pp.77〜91）

19.新栄養士課程講座 共 1997年09月 建帛社 宮沢文雄・金井美恵子・川井英雄・秋元清隆・井上喜恵・松浦寿喜

食品衛生学 　 　 　

　 　 　 　 本書は、食物栄養学を学ぶ学生にとって疾病防止と健康増進のため

　 　 　 　 に必要な食品衛生学をわかりやすく解説したものである。本書の中

　 　 　 　 で食品添加物の項を中心に担当したが、特に、食品添加物の安全性

　 　 　 　 と必要性について再考させる内容とした。（pp.140〜143，pp.148〜

　 　 　 　 150，pp.163〜185）

20.栄養学 共 1997年03月 〜 松浦寿喜・瀧井幸男・田村良行・竹中重雄・増田勉・阪本正子・横
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 山善一・原知子・進藤容子

　 　 　 　 本書は、栄養学の基本的な内容を学生が十分に理解でき、消化し吸

　 　 　 　 収して滋養できるような適切な内容と容量の教科書として執筆され

　 　 　 　 たものである。（pp.３〜18）

21.図解食品衛生学 共 1996年04月 講談社サイエン 市川 富夫・一戸 正勝・伊藤 誉志男・金子 精一・館野 つや

　 　 　 ティフィク 子・成田 弘子・西島 基弘・松浦 寿喜・吉田 博

　 　 　 　 栄養士や管理栄養士を目指す学生および食や健康に関連する分野の

　 　 　 　 諸氏に、食品衛生という高度な内容を理解していただくため、図や

　 　 　 　 表に重点を置き、理解しやすい解説を加えた。担当項目は、食品添

　 　 　 　 加物の概要、安全性評価、強化剤およびその他の食品添加物で安全

　 　 　 　 性評価については平成７年に改正された最新の情報を記載した。

　 　 　 　 （pp.141〜149、pp.166〜172）

2 学位論文
1.新微量定量法による 単 1986年03月 静岡県立静岡薬科 　

メチルグリオキサー 　 17日 大学 　

ルの担がんマウス組 　 　 　 　

織内変動に関する研 　 　 　 　

究 　 　 　 　

3 学術論文
1.Transport Form and 共 2022年12月 J.Agric.Food Yasuyuki Kobayashi, Natsumi Watanabe, Reina Hiura, Mai

Pathway from the 　 21日 Chem, Vol.70, Kubota, Kousuke Furuta, Keiichiro Sugimoto, Kaeko Murota,

Intestine to the 　 　 15499-15508 Eri Nakamura, Toshiki Matsuura, Kenji Kai, Takashi Inui,

Peripheral Tissues 　 　 (2022) Tomoya Kitakaze, Naoki Harada, and Ryoichi Yamaji

and the 　 　 　 　

Intestinal 　 　 　 　

Absorption and 　 　 　 　

Metabolism 　 　 　 　

Properties of 　 　 　 　

Oleamide（査読付） 　 　 　 　

2.食品添加物の安全性 単 2022年10月 Foods & Food 　

とリスクコミュニ 　 1日 Ingredients 　

ケーションの必要性 　 　 Journal of Japan 　

　 　 　 （FFIジャーナ 　

　 　 　 ル）, Vol.227 　

　 　 　 (4), 380-385 　

　 　 　 (2022) 　

3.Study on the 共 2021年12月 Jpn.J.Food.Chem. Eri Nakamura, Mizuki Takeda, Toshiki Matsuura

differences in 　 28日 Safety, Vol.28 　

digestibility of 　 　 (3), 117-124 　

powdered protein 　 　 (2021) 　

drinks using rat 　 　 　 　

portal vein 　 　 　 　

catheterization（査 　 　 　 　

読付） 　 　 　 　

4.食品と食品添加物 単 2021年10月 保健の科学, Vol. 　

　 　 1日 63(10), 701-707 　

　 　 　 (2021) 　

5.Effect of matcha 共 2021年4月 Jpn.J.Food.Chem. Eri Nakamura, Mizuki Takeda, Isao Tomita, Toshiki Matsuura

on lipid digestion 　 20日 Safety, Vol.28 　

and absorption in 　 　 (1),1-8 (2021) 　

rats, （査読付） 　 　 　 　

6.Effects of Jukoku 共 2019年8月 Jpn.J.Food.Chem. Toshiki Matsuura, Eri Nakamura, Toru Numasawa, Kenji

koji on protein 　 　 Safety, Vol.26 Yamazaki, Ryoji Takagaki

digestion in rats 　 　 (2), 77-83 　

（査読付） 　 　 (2019) 　

7.Composition and 共 2018年04月 Jpn.J.Food.Chem. Eri Nakamura, Isao Tomita, Toshiki Matsuura

functionality of 　 28日 Safety, Vol.25 　

“matcha” of 　 　 (1), 7-14 (2018) 　

different 　 　 　 　
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3 学術論文
qualities（査読付） 　 　 　 　

8.ラット門脈カテーテ 共 2017年08月 日本食品化学学会 中村衣里，月向さやか，冨田勲，松浦寿喜

ル留置法におけるタ 　 25日 誌，24(2)，69-74 　

ンパク質消化吸収機 　 　 （2017） 　

能評価モデルの開発 　 　 　 　

（査読付） 　 　 　 　

9.ラット門脈カテーテ 共 2016年12月 日本食品化学学会 橋本ゆかり，中村衣里，松浦寿喜

ル留置法によるキサ 　 　 誌，23(3)，126- 　

ンタンガムと医薬品 　 　 132（2016） 　

の相互作用の検討 　 　 　 　

（査読付） 　 　 　 　

10.とろみ調整食品に利 共 2016年12月 日本食品化学学会 橋本ゆかり，高井舞，中村衣里，松浦寿喜

用される水溶性食物 　 　 誌，23(3)，113- 　

繊維への医薬品の吸 　 　 117（2016） 　

着（査読付） 　 　 　 　

11.抹茶の品質と糖質吸 共 2014年12月 日本食品化学学会 中村衣里，上田友佳子，橋本ゆかり，和田宏美，松浦寿喜

収阻害作用との関係 　 24日 誌，21(3)，163- 　

（査読付） 　 　 168（2014） 　

12.緑茶，烏龍茶，紅茶 共 2013年12月 日本食品化学学会 上田（吉川）友佳子，中村衣里，橋本ゆかり，戸根瑛美，木戸和貴

およびプーアル茶の 　 　 誌，20(3)，147- 子，松浦寿喜

ラットにおける脂質 　 　 152（2013） 　

吸収抑制作用（査読 　 　 　 　

付） 　 　 　 　

13.水溶性食物繊維とア 共 2013年12月 日本食品化学学会 戸根瑛美，橋本ゆかり，中村衣里，上田（吉川）友佳子，木戸和貴

セトアミノフェンの 　 　 誌，20(3)，141- 子，田代　操，松浦寿喜

相互作用（査読付） 　 　 146（2013） 　

14.市販されている桑の 共 2012年12月 日本食品化学学会 木戸和貴子，吉川友佳子，中村衣里，橋本ゆかり，戸根瑛美，松浦

葉健康食品の血糖上 　 21日 誌，Vol.19(3), 寿喜

昇抑制作用の比較 　 　 185-190 (2012) 　

（査読付） 　 　 　 　

15.抹茶含有菓子パンの 共 2012年08月 日本食品化学学会 中村衣里，吉川友佳子，戸根瑛美，木戸和貴子，松浦寿喜

摂取が健常人の食後 　 24日 会誌，19(2)，124 　

血糖値に与える影響 　 　 -128（2012） 　

（査読付） 　 　 　 　

16.ブレンド型eラーニン 共 2011年12月 武庫川女子大学情 小花和Wright尚子，中野彰，福井哲夫，松浦寿喜，黒田幸弘

グにおける学習動機 　 　 報教育研究セン 　

づけが課題取り組み 　 　 ター年報 　

と学習効果へ及ぼす 　 　 　 　

影響 　 　 　 　

17.μCamを利用した管理 単 2011年12月 武庫川女子大学情

栄養士国家試験対策 　 　 報教育研究セン 　

について 　 　 ター年報 　

18.学習動機づけと学習 共 2010年12月 武庫川女子大学情 小花和Wright尚子，中野彰，福井哲夫，松浦寿喜，黒田幸弘

方略がブレンド型e 　 　 報教育研究セン 　

ラーニングによる学 　 　 ター年報2009 　

習効果に及ぼす影響 　 　 　 　

19.オンラインストレー 単 2010年12月 武庫川女子大学情

ジを利用した実験 　 　 報教育研究セン 　

データの保存と共有 　 　 ター年報2009 　

20.血糖に配慮したパウ 共 2010年03月 New Diet Therapy 松浦寿喜，吉川友佳子，木戸和貴子，辻岡生隆，井原浩二

ンドケーキの調製 　 　 　 　

（査読付） 　 　 　 　

21.酵母発酵茶の生産と 共 2009年12月 茶業研究報告 渡辺祐子，松浦寿喜，早川　潔，植野洋志

ラットにおける血糖 　 　 　 　

値上昇抑制作用（査 　 　 　 　

読付） 　 　 　 　

22.脂質の消化・吸収に 共 2008年03月 食品・臨床栄養 吉川友佳子，松浦寿喜

影響を与える食品成 　 　 　 脂質の消化・吸収を短期間で評価するための動物実験モデルの開発

分のスクリーニング 　 　 　 を行った。
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簡易評価法の開発 　 　 　 　

（査読付） 　 　 　 　

23.栄養学分野における 単 2008年 大学教育と情報

講義収録システムに 　 　 　 　

よる教材作成とコン 　 　 　 　

テンツの活用 　 　 　 　

24.広告を見るかんどこ 単 2008年 消費者情報

ろ「健康食品」 　 　 　 　

25.Hypolipidemic 共 2008年 J Mol Med Makio Kobayashi, Norihiko Magish, Hiroaki Matsushita,

effect of Shoyu 　 　 　 Tadaaki Hashimoto, Mayumi Fujimoto, Makoto Suzuki , Keisuke

polysaccharides 　 　 　 Tsuji , Masami Saito, Eishi Inoue, Yukako Yoshikawa, Toshiki

from soy sauce in 　 　 　 Matsuura.

animals and 　 　 　 　

humans.（査読付） 　 　 　 　

26.Modulation of the 共 2007年06月 Biosci. Yoshihiko Takano, Toshiki Matsuura, Yukako Yoshikawa, Hideo

Intestinal Ca2+ 　 　 Biotechnol. satsu, Ryuichiro Sato, Makoto Shimizu

Uptake by a Cheese 　 　 Biochem. 　

Whey Protein 　 　 　 　

Digest（査読付） 　 　 　 　

27.ラットにおける各種 共 2006年08月 日本食品化学学会 吉川友佳子，松浦寿喜，中村亮太，山元英樹，鈍宝宗彦

茶の血糖上昇抑制作 　 　 誌 　

用（査読付） 　 　 　 　

28.健康食品および特定 共 2006年05月 食品・臨床栄養 松浦寿喜，吉川友佳子

保健用食品のラット 　 　 　 　

におけるスクロース 　 　 　 　

消化吸収抑制作用 　 　 　 　

（査読付） 　 　 　 　

29.講義収録システムに 単 2005年12月 武庫川女子大学情

よる教材作成とコン 　 　 報教育研究セン 　

テンツの活用-短大食 　 　 ター年報 　

生活学科における取 　 　 　 　

り組み- 　 　 　 　

30.健康食品と食生活 共 2005年 食生活研究 松浦寿喜，小島明子

（2） 　 　 　 　

31.健康食品と食生活 共 2005年 食生活研究 松浦寿喜，小島明子

（1） 　 　 　 　

32.各種健康茶のラット 共 2004年04月 薬学雑誌 松浦寿喜，吉川友佳子，升井洋至，佐野満昭

における糖質吸収抑 　 　 　 　

制作用（査読付） 　 　 　 　

33.インスリーナ葉抽出 共 2003年12月 日本栄養・食糧学 西川泰・樫内賀子・高田曜子・上中居和男・堀名恵美・松浦寿喜

物のα-グルコシダー 　 　 会誌　56巻　６号 インスリーナ葉からの抽出物について、糖質の消化吸収機能に与え

ゼ阻害能の比較（査 　 　 　 る影響をラット門脈カテーテル留置法を用いて検討した。その結

読付） 　 　 　 果。インスリーナ葉から抽出物にはα-グルコシダーゼ活性を阻害す

　 　 　 　 る作用が見いだされ、血糖上昇抑制作用が確認された。担当（pp.

　 　 　 　 375〜378）

34.食品添加物 　 2003年07月 からだの科学　

　 　 　 232号 食品添加物の分類、役割、安全性等について解説し、食品添加物に

　 　 　 　 関する最近の話題等についても紹介した。担当（pp.92〜99）

35.イソチオシアン酸ア 共 2003年05月 日本食品化学学会 松浦寿喜・堀名恵美・吉川友佳子

リルがラットの糖質 　 　 誌　10巻　１号 イソチオシアン酸アリルが、糖質の消化吸収機能に与える影響を検

消化吸収機能に与え 　 　 　 討した。その結果、イソチオシアン酸アリルの投与は門脈血中グル

る影響（査読付） 　 　 　 コース濃度を著しく上昇させ、イソチオシアン酸アリルの糖質吸収

　 　 　 　 促進作用が明らかとなった。担当（pp.29〜99）

36.ラットのカルシウム 共 2002年03月 武庫川女子大紀要 岸本三香子・松浦寿喜・植草丈幸・原高明・市川富夫

吸収に及ぼすＬ型発 　 　 　49巻 SD系雄性ラットにＬ型発酵乳酸Ca飼料を21日間投与し、Ca吸収に及

酵乳酸カルシウムの 　 　 　 ぼす影響を調べた。その結果、出納実験からはCa吸収の促進効果は

影響 　 　 　 認められなかったが、大腿骨Ca量は有意に高値を示し、有効性が認

　 　 　 　 められた。担当（pp.73〜77）

37.高リン食摂取がラッ 共 2002年03月 武庫川女子大紀要 岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫
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ト腎ミトコンドリア 　 　 　49巻 SD系雄性ラットにＰレベル1.5％の高リン食を３週間自由摂取させ、

の膨潤に及ぼす影響 　 　 　 腎のミトコンドリア（Mt）機能として膨潤状態を測定した。その結

　 　 　 　 果、高リン食投与腎においてMtの重要な機能の一つであるMt

　 　 　 　 Permeability Transitionが正常に作動していないことが明らかにな

　 　 　 　 り、細胞の障害生が示唆された。担当（pp.67〜71）

38.高リン食摂取ラット 共 2002年03月 武庫川女子大紀要 岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

腎ミトコンドリアの 　 　 　49巻 SD系雄性ラットにＰレベル1.5％の高リン食を３週間自由摂取させ、

電子伝達系の損傷に 　 　 　 腎ミトコンドリアの電子伝達系損傷について検討した。その結果、

ついて 　 　 　 高リン食投与腎ミトコンドリアにおいてNADH還元活性、Mt複合体Ⅱ

　 　 　 　 およびATPaseの低下が認められ、Mt電子伝達系における酸化的リン

　 　 　 　 酸化の阻害が明らかとなった。担当（pp.59〜66）

39.フラクトオリゴ糖添 共 2001年08月 日本栄養・食糧学 松浦寿喜・堀名恵美・岸本三香子・市川富夫

加成分栄養剤がラッ 　 　 会誌　54巻　４号 フラクトオリゴ糖を添加した成分栄養剤をラットに持続投与し、腸

トの腸内細菌叢に与 　 　 　 内細菌叢の変化を市販の成分栄養剤と比較した。その結果、成分栄

える影響（査読付） 　 　 　 養剤へのフラクトオリゴ糖の添加は盲腸内容物の増加、Bifi-

　 　 　 　 dobacteriumおよびLactobacillusの増殖、腸内容物のpH低下など腸

　 　 　 　 内環境の改善に有効であることが明らかとなった。担当（pp.229〜

　 　 　 　 234）

40.ラットにおける各種 共 2001年06月 日本栄養・食糧学 松浦寿喜・堀名恵美・岸本三香子・市川富夫

糖質のα－グルコシ 　 　 会誌　54巻　３号 ラット門脈カテーテル留置法を用いて、各種糖質のα－グリコシ

ダーゼ活性阻害時間 　 　 　 ダーゼ阻害作用の持続時間を測定した。その結果、Ｄ－キシロース

の比較（査読付） 　 　 　 が最も強い阻害作用を示し、次いでＬ－アラビノース、Ｄ－グルコ

　 　 　 　 ノ－6,3－ラクトンの順であった。担当（pp.155〜160）

41.高リン食摂取ラット 共 2000年03月 武庫川女子大学紀 岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

の腎におけるシトク 　 　 要　48号 高Ｐ食投与時の腎石灰化と腎機能についてシトクロームp450、HSP-

ロームp450, HSP- 　 　 　 70、HO-1、iNOSタンパクをWestern blot法により検討した。その結

70, HO-1, iNOSの発 　 　 　 果、HSP-70およびHO-1が高Ｐ食によって発現することが明らかと

現 　 　 　 なった。担当（pp.75〜79）

42.ラットのカルシウム 共 2000年03月 武庫川女子大学紀 岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

吸収に及ぼす骨粉末 　 　 要　48号 豚骨から得られた骨粉末を用いて、ラットにおけるカルシウム吸収

の影響 　 　 　 について検討した。その結果、骨混合粉末食によりCa吸収率および

　 　 　 　 大腿骨Ca量は高値傾向を示し、カルシウム％も有意に高値を示した

　 　 　 　 ことより、骨粉末の摂取はカルシウムの吸収および骨のカルシウム

　 　 　 　 量の改善をもたらすことが明らかとなった。担当（pp.69〜74）

43.キシロオリゴ糖の 共 2000年03月 武庫川女子大学紀 岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

ラットカルシウム吸 　 　 要　47巻 標準飼料にキシロオリゴ糖、ガラクトマンナンおよびグルコノ－δ

収促進効果に対する 　 　 　 －ラクトンを添加することによりカルシウムの吸収および大腿骨カ

ガラクトマンナン、 　 　 　 ルシウム量が著しく増加した。

グルコ－δ－ラクト 　 　 　 　

ンの影響 　 　 　 　

44.フラクトオリゴ糖を 共 1999年10月 日本栄養・食糧学 松浦寿喜・岸本三香子・市川富夫

添加した成分栄養剤 　 　 会誌　52巻　５号 成分栄養剤へのフラクトオリゴ糖の添加は、投与初期において門脈

がラットの門脈血中 　 　 　 へのアンモニア流入を抑制し、さらにカルシウムおよびリンの吸収

アンモニア、カルシ 　 　 　 を促進することが明らかとなった。

ウム、マグネシウム 　 　 　 　

およびリン濃度に与 　 　 　 　

える影響（査読付） 　 　 　 　

45.食物繊維およびリン 共 1999年07月 日本食品科学工学 川口真規子・藤原友子・岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

酸化オリゴ糖のin 　 　 会誌　46巻　７号 水溶性ラジカル発生剤であるAAPH処理により、小腸粘膜のTBARSが増

vitroにおけるラット 　 　 　 加し、マルターゼ活性は減少するが、セルロース、ペクチン、アル

小腸粘膜の酸化障害 　 　 　 ギン酸、リン酸化オリゴ糖はTBARSの増加を抑制し、マルターゼ活性

防御（査読付） 　 　 　 の減少を防御した。

46.2,2'-Azobis(2- 共 1999年06月 ビタミン　73巻　 川口真規子・岸本三香子・村上亜由美・松浦寿喜・市川富夫

amidinopropane) 　 　 ５・６号 AAPHは、小腸粘膜ホモジネートの脂質過酸化およびタンパク質の変

dihydrochloride 　 　 　 性を引き起こし、マルターゼ活性を低下させた。また、抗酸化作用

(AAPH)による小腸粘 　 　 　 を有するα－トロフェロールやアスコルビン酸の添加によってもマ

膜ホモジネートの脂 　 　 　 ルターゼ活性の低下は抑制できなかった。これらの結果より、AAPH

質過酸化と膜結合性 　 　 　 によるマルターゼ活性の消失は、脂質過酸化を介せず、酵素タンパ

酵素の変性（査読 　 　 　 ク質が直接ラジカルによる攻撃を受けたためと考えられた。
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付） 　 　 　 　

47.高リン食で飼育した 共 1999年03月 武庫川女子大紀要 岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

ラットの腎無細胞画 　 　 　46巻 高リン食を投与したラットの腎臓ミトコンドリアおよびミクロゾー

分のCa, Mg, P量と脂 　 　 　 ム画分の過酸化脂質量と腎石灰化との関連について調べた。その結

肪酸組成 　 　 　 果、高リン食の投与により体重増加の抑制など成長阻害が認められ

　 　 　 　 たが、過酸化脂質量との関連は認められなかった。

48.馬鈴薯澱粉から調製 共 1998年03月 武庫川女子大学紀 岸本三香子・釜阪寛・村上亜由美・川口真規子・松浦寿喜・岡田茂

したリン酸化オリゴ 　 　 要 45巻 孝・市川富夫

糖のラットのカルシ 　 　 　 馬鈴薯澱粉を酵素処理して得られたリン酸化オリゴ糖からCa可溶化

ウム吸収に及ぼす影 　 　 　 効果の強いPO-2画分を分離し、飼料摂取によるラットのCa吸収に及

響 　 　 　 ぼす影響について検討した。その結果、Ca吸収率ならびに体内保有

　 　 　 　 率はリン酸化オリゴ糖群で有意に低値を示した。また、大腿骨破断

　 　 　 　 強度及びCa量には影響が見られなかった。全（pp.73〜78）

49.高リン食投与がラッ 共 1998年03月 武庫川女子大学紀 岸本三香子・倉本周子・川口真規子・松浦寿喜・市川富夫

トの腎臓カルシウ 　 　 要 45巻 SD系雄ラットに普通食および高リン食を投与し、臓器中Ca、Mg含

ム、マグネシウム量 　 　 　 量、過酸化脂質量、血漿Ca、Mg、Ｐ濃度を測定した。その結果高リ

および腎機能に及ぼ 　 　 　 ン食投与により腎重量が増加し、腎臓中Ca、Mg含量および水分量が

す影響 　 　 　 増加した。全（pp.67〜72）

50.ラット小腸粘膜の脂 共 1998年03月 武庫川女子大学紀 川口真規子・岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

質過酸化と膜結合性 　 　 要 45巻 生体膜の脂質過酸化が、小腸の生理的機能に及ぼす影響を明らかに

酵素活性の関連 　 　 　 するためのモデル実験として、ラット小腸粘膜を用いて脂質過酸化

　 　 　 　 と膜結合性酵素活性ならびに蛋白の酸化、変性との関連について検

　 　 　 　 討した。その結果、AAPHによる酸化を受けた小腸粘膜マルターゼの

　 　 　 　 不活性化は、酵素蛋白中のLys、Cys、His残基の破壊が原因ではな

　 　 　 　 く、酸化、変性を受けたTrp残基の減少が原因の一つであると考えら

　 　 　 　 れた。全（pp.61〜66）

51.加工食品と食品添加 単 1998年03月 水産ねり製品技術

物 　 　 研究会誌 23巻 食品添加物の安全性と必要性に関する総説であり、消費者は食品に

　 　 　 ９号 関心をもち、安全な食品を選択する目をもつこと、またメーカー側

　 　 　 　 は食品添加物を使用する場合その安全性を十分にチェックし、食品

　 　 　 　 製造加工技術や保存技術を併用して食品添加物の使用を必要最小限

　 　 　 　 にとどめることが大切であることを論じている。全（pp.354〜366）

52.雌ラットヘム鉄過剰 共 1998年01月 日本栄養・食糧学 村上亜由美・岸本三香子・川口真規子・松浦寿喜・市川富夫

投与時各組織におけ 　 　 会誌 51巻 １号 雌ラットに酵素処理ヘム鉄を過剰投与したときの、各組織における

る過酸化脂質の生成 　 　 　 鉄含量と過酸化脂質量の相関関係について、さらに肝臓における過

とその関連物質（査 　 　 　 酸化脂質による組織障害の程度についてクエン酸鉄と比較検討した

読付） 　 　 　 その結果、酵素処理ヘム鉄の過剰摂取は、鉄による非酵素的な脂質

　 　 　 　 過酸化だけでなく、酵素的な脂質過酸化も促進する可能性が示唆さ

　 　 　 　 れた。全（pp.９〜15）

53.過剰鉄投与雌ラット 共 1997年11月 ビタミン 71巻 村上亜由美・岸本三香子・川口真規子・松浦寿喜・市川富夫

組織中のビタミンＥ 　 　 11号 SD系雌ラットに、酵素処理ヘム鉄を過剰投与したときの各組織にお

量（査読付） 　 　 　 けるビタミンＥ量を測定した。その結果、肝臓、心臓、肺、腎臓に

　 　 　 　 おいてヘム鉄過剰投与群でビタミンＥ量の低下が認められた。全

　 　 　 　 （pp.537〜513）

54.ラット門脈血中グル 共 1997年10月 日本栄養・食糧学 松浦寿喜・市川富夫

コース濃度の変化を 　 　 会誌 50巻 ５ 無麻酔無拘束下で長期間にわたって門脈血を採取できるラット消化

指標としたＤ－キシ 　 　 号 吸収実験モデルを用いてキシロースによる糖質の消化吸収抑制作用

ロースのα－グルコ 　 　 　 およびその作用の持続時間について検討した。その結果、キシロー

シダーゼ阻害作用の 　 　 　 スはスクロースの消化吸収を強く抑制することが明らかとなりその

評価（査読付） 　 　 　 作用時間も投与量依存的に延長することが明らかとなった。全

　 　 　 　 （pp.363〜368）

55.加工食品と食品添加 単 1997年09月 New Food

物の必要性 　 　 Industry 39巻 食品添加物の安全性と必要性に関する総説であり、消費者は食品に

　 　 　 ９号 関心をもち、安全な食品を選択する目をもつこと、またメーカー側

　 　 　 　 は食品添加物を使用する場合その安全性を十分にチェックし、食品

　 　 　 　 に製造加工技術や保存技術を併用して食品添加物の使用を必要最小

　 　 　 　 限にとどめることが大切であることを論じている。全（pp.33〜38）

56.ラットのカルシウム 共 1997年03月 武庫川女子大紀要 内田三香子・村上亜由美・松浦寿喜・市川富夫

吸収に及ぼすトレハ 　 　 44巻 生体内酵素による水解活性が極めて低いとされるトレハロースが、

8



研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
ロースの影響 　 　 　 ラットのカルシウム吸収に及ぼす影響について検討した。その結

　 　 　 　 果、トレハロースは小腸内でほとんどが消化分解される可能性があ

　 　 　 　 りカルシウムの吸収には影響を及ぼさないことが示唆された。全

　 　 　 　 （pp.35〜41）

57.雌ラットにおける酵 共 1997年02月 日本栄養・食糧学 村上亜由美・内田三香子・松浦寿喜・市川富夫

素処理ヘム鉄とクエ 　 　 会誌 50巻 １号 雌ラットに普通量あるいは過剰量のヘム鉄および非ヘム鉄を投与し

ン酸鉄の鉄利用性の 　 　 　 たときの鉄利用性と各組織における鉄含有量について検討した。そ

差違（査読付） 　 　 　 の結果、非ヘム鉄とヘム鉄の鉄利用性の差違は、小腸において吸収

　 　 　 　 された後、血中への鉄の取り込みの違いによるものであることが示

　 　 　 　 唆された。全（pp.31〜36）

58.ラカンカ果実熱水抽 共 1997年02月 日本食品科学工学 市川富夫・松浦寿喜・内田三香子・村上亜由美・施紅雲・君塚房夫

出物が高血圧自然発 　 　 会誌 44巻 ２号

症ラットの血圧なら 　 　 　 SHRラットの血圧ならびに組織過酸化脂質に対するラカンカ果実熱抽

びに組織過酸化脂質 　 　 　 出液の影響について検討した。その結果、ラカンカ投与群で心臓重

量に及ぼす影響（査 　 　 　 量の増加抑制および血圧の上昇抑制傾向が認められた。組織の過酸

読付） 　 　 　 化脂質量は組織により異なり、ラカンカは必ずしも抗酸化作用をも

　 　 　 　 つとはいえなかった。全（pp.140〜143）

59.ラット門脈カテーテ 共 1997年01月 消化と吸収 19巻 松浦寿喜・施紅雲・土生充美・作道忠義・市川富夫

ル留置法による消化 　 　 ２号 門脈にカテーテルを留置したラットを無麻酔・無拘束下で飼育し、

吸収機能の評価法の 　 　 　 門脈血中グルコースをモニターすることで小腸消化吸収機能が評価

開発（査読付） 　 　 　 できるか否かについて、成分栄養剤を用いて検討した。ラットの胃

　 　 　 　 および門脈に採血用カテーテルを留置し、成分栄養剤を投与した。

　 　 　 　 その結果、門脈血中グルコース濃度は、成分栄養剤の投与により著

　 　 　 　 しく低下したことより膜消化や吸収機能の低下を鋭敏に反映してい

　 　 　 　 ることが明らかとなった。全（pp.56〜60）

60.Formation of 共 1996年06月 Jpn J Toxicol 芳野恭士・斉藤慎一・佐野満昭・松浦寿喜・萩原誠・富田勲

methylglyoxal in 　 　 Environ Health 還元型NADP-dependent脂質過酸化によるラット肝臓ミクロゾームに

reduced 　 　 42巻 ３号 おけるメチルグリオキサール（MG）の生成と蛋白質との結合につい

nicotinamide 　 　 　 ての研究を行った。その結果、酵素的に脂質過酸化を起こしたラッ

adenine 　 　 　 ト肝ミクロゾームにおいてMGがその蛍光誘導体として同定された。

dinucleotide 　 　 　 こうして生成したMGは、高分子画分に存在したことから、ミクロ

phosphate- 　 　 　 ゾーム蛋白と結合して存在するものと考えられた。全（pp.236〜

dependent lipid 　 　 　 240）

peroxidation of 　 　 　 　

rat liver 　 　 　 　

microsomes（査読 　 　 　 　

付） 　 　 　 　

61.ラットの被過酸化性 共 1996年03月 武庫川女子大学紀 村上 亜由美・内田 三香子・松浦 寿喜・市川 富夫

における性差（第２ 　 　 要43巻 ラット各組織ミトコンドリア（Ｔ）およびミクロソーム（Ｓ）にお

報）－各組織におけ 　 　 　 ける脂質の被過酸化性について検討した。α－トコフェロール量、

る過酸化脂質の生成 　 　 　 チトクロムＰ－450活性、酵素的および非酵素的酸化によるTBARSを

とα－トコフェロー 　 　 　 測定した。酵素的酸化に対して、肝臓Ｓ、腎臓Ｓでは雌で、腎臓Ｔ

ル量、チトクロムＰ 　 　 　 では雄で被過酸化性が高かった。非酵素的酸化に対して、肝臓Ｔ、

－450活性－ 　 　 　 肝臓Ｓでは雌で、腎臓Ｔ、腎臓Ｓでは雄で被過酸化性が高かった。

　 　 　 　 心臓Ｔ、心臓Ｓでは被過酸化性に性差はなかった。

62.ラットの被過酸化性 共 1996年03月 武庫川女子大学紀 村上 亜由美・内田 三香子・松浦 寿喜・市川 富夫

における性差（第１ 　 　 要43巻 ラット各組織ミトコンドリア（Ｔ）およびミクロソーム（Ｓ）にお

報）－各組織ミトコ 　 　 　 ける脂質の被過酸化性の性差について検討するため過酸化の基盤と

ンドリアおよびミク 　 　 　 なる脂肪酸組成について調べた。肝Ｔ、肝Ｓ、心臓Ｔにおいては雌

ロソームの脂肪酸組 　 　 　 で、肺Ｓにおいては雄で、脂肪酸の不飽和指数が高く、被過酸化性

成－ 　 　 　 も高いことが推察された。腎Ｔ、腎Ｓにおいては脂肪酸組成からは

　 　 　 　 どちらが酸化されやすいか判断できなかった。心臓Ｓ、肺Ｔにおい

　 　 　 　 ては脂肪酸組成には性差は認められなかった。

63.ラットのカルシウム 共 1996年 応用糖質科学 43 内田三香子・釜阪寛・松浦寿喜・岡田茂孝・市川富夫

吸収に及ぼすリン酸 　 　 巻 ４号 馬鈴薯澱粉を酵素処理して得られたカルシウム可溶化効果のあるリ

化オリゴ糖の影響 　 　 　 ン酸化オリゴ糖によるラットのカルシウム吸収に及ぼす影響につい

（査読付） 　 　 　 て検討した。その結果in vitroの実験では腸管におけるカルシウム

　 　 　 　 吸収促進効果が認められたが、in vivoの実験ではその効果は認めら

　 　 　 　 れなかった。全（pp.535〜540）
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64.TPN施行時の 共 1993年07月 消化と吸収　16巻 松浦、作道、郡

bacterial 　 　 １号 TPN施行時の腸内細菌叢の変化とbacterial translocation（BT）の

translocationと腸内 　 　 　 関連を熱傷負荷ラットを用いて検討した。また、アラニルグルタミ

細菌叢の変化－Ala- 　 　 　 ン（Ala-Gln）の小腸粘膜維持効果についても検討した。TPN施行時

Glnの小腸粘膜萎縮抑 　 　 　 には乳酸菌の消失、弱毒菌の増加など腸内細菌叢の変化が認めら

制効果－（査読付） 　 　 　 れ、この弱毒菌の生体内への侵入が認められた。Ala-Glnは、腸内細

　 　 　 　 菌の侵入を抑制したが、腸内細菌叢は改善されなかった。したがっ

　 　 　 　 て、TPNから経口摂取への早期移行がBTの抑制や腸内細菌叢の改善の

　 　 　 　 ために必要であると思われる。

65.高カロリー輸液用製 共 1992年04月 薬理と治療　20巻 松浦、占部、桑波田、藤原

剤（GE）の栄養学的 　 　 増刊２号 TPN用基本液GE-1（開始液）及びGE-3（高糖濃度維持液）を熱傷負荷

効果（第３報）熱傷 　 　 　 絶食ラットに投与し、栄養補給効果を市販の輸液HI-1、３と比較し

負荷絶食ラットにお 　 　 　 た。その結果、体重及び窒素出納はGE及びHI両群で改善され、電解

ける栄養学的評価 　 　 　 質出納はHIに比し有意に高値を示した。したがって、GE-1および３

（査読付） 　 　 　 は、経口摂取不能および不十分な患者の栄養補給に有用であると考

　 　 　 　 えられた。

66.高カロリー輸液用製 共 1992年04月 薬理と治療　20巻 松浦、占部、桑波田、藤原

剤（GE）の栄養学的 　 　 増刊２号 TPN用基本液GE-1（開始液）、GE-2（維持液）、GE-3（高糖濃度維持

効果（第２報）正常 　 　 　 液）を正常ラットに投与し、栄養補給効果を市販の輸液HI-1、２、

絶食ラットにおける 　 　 　 ３と比較した。その結果、体重及び窒素出納はGE及びHI両群で改善

栄養学的評価（2） 　 　 　 され、電解質出納はHIに比し有意に高値を示した。したがって、GE

（査読付） 　 　 　 -1、２及び３は、経口摂取不能及び不十分な患者の栄養補給に有用

　 　 　 　 であると考えられた。

67.高カロリー輸液用製 共 1992年04月 薬理と治療　20巻 松浦、占部、桑波田、藤原

剤（GE）の栄養学的 　 　 増刊２号 新組成アミノ酸製剤に対応する新たに処方されたTPN用基本液GE-1

効果（第１報）正常 　 　 　 （開始液）、GE-2（維持液）を正常絶食ラットに投与し、栄養学的

絶食ラットにおける 　 　 　 効果を市販の輸液（HI-1、２）と比較検討した。その結果、体重及

栄養学的評価（1） 　 　 　 び窒素出納はGE及びHI両群で改善され、電解質出納はHIに比しGEで

（査読付） 　 　 　 有意に高値を示した。したがって、GE-1および２は、経口摂取不能

　 　 　 　 及び不十分な患者の栄養補給に有用であると考えられた。

68.複合糖加電解質液 共 1991年01月 基礎と臨床　25巻 占部、松浦、桑波田

GFX-Bの手術侵襲負荷 　 　 １号 手術侵襲を負荷した糖尿病ラットにGFX-Bを持続投与し、エネルギー

糖尿病ラットにおけ 　 　 　 補給効果及び水分・電解質補給効果を検討した。その結果、通常の

る術後維持輸液とし 　 　 　 輸液を投与した場合血糖値が著しく上昇したのに比し、GFX-Bの投与

ての効果（査読付） 　 　 　 では血糖値の上昇は認められなかった。これは、GFX-Bの投与により

　 　 　 　 肝の解糖系酵素であるpyruvate kinase活性の上昇と関連するものと

　 　 　 　 推察された。

69.複合糖加電解質液 共 1991年01月 基礎と臨床　25巻 占部、松浦、桑波田

GFX-Bの絶食ウサギに 　 　 １号 エネルギー源としてグルコース、フルクトース及びキシリトールを

おける維持輸液とし 　 　 　 配合した末梢静脈用複合糖電解質液GFX-Bのエネルギー補給効果及び

ての効果（査読付） 　 　 　 水分・電解質補給効果を検討した。その結果、GFX-Bの投与により尿

　 　 　 　 中窒素排泄量は減少し、血漿遊離脂肪酸及び総ケトン体濃度も低下

　 　 　 　 した。また、水分出納も正も出納を示し、電解質出納も他の輸液に

　 　 　 　 比し高値を示したことから、GFX-Bのエネルギー源としての有効性及

　 　 　 　 び電解質配合の有用性が示された。

70.高カロリー輸液用製 共 1991年 薬理と治療　19巻 中山、松浦、作道、桑波田、藤原

剤（TAB）の栄養学的 　 　 増刊号 TABは上層に高濃度アミノ酸液、下層に高濃度複合糖（グルコース、

効果（第３報）高度 　 　 　 フルクトース、キシリトール）・電解質液を充填した高カロリー輸

侵襲モデル・熱傷負 　 　 　 液（TPN）で使用時に隔壁を解除することにより無菌的に混合できる

荷絶食ラットにおけ 　 　 　 製剤である。本論文では、TABの栄養補給効果を市販の輸液と比較し

る栄養学的評価（査 　 　 　 た。その結果、TABの栄養補給効果および体液管理に対する有効性が

読付） 　 　 　 確認でき、さらにインスリンが低値を示したことから、血糖値維持

　 　 　 　 に対する生理的負担の軽減が確認された。

71.A simple and 共 1986年 Chem.Pharm. Mitsuaki Sano,Masashi Abe, Kyoji Yoshino, Toshiki Matsuura,

convenient method 　 　 Bull., 34(1), Toshiaki Sekino, Shin-ichi Saito, Isao Tomita

to determine the 　 　 174-178 　

activities of 　 　 　 　

antioxidants using 　 　 　 　

α-methylindole 　 　 　 　
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3 学術論文
reagent and high- 　 　 　 　

performance thin- 　 　 　 　

layer 　 　 　 　

chromatography.（査 　 　 　 　

読付） 　 　 　 　

72.Fluorometric 共 1986年 Chem.Pharm. Kyoji Yoshino, Toshiki Matsuura, Mitsuaki Sano, Shin-ichi

liquid 　 　 Bull., 1694-1700 Saito, Isao Tomita

chromatographic 　 　 　 　

determination of 　 　 　 　

aliphatic 　 　 　 　

aldehydes arising 　 　 　 　

from lipid 　 　 　 　

peroxides.（査読 　 　 　 　

付） 　 　 　 　

73.Studies on 共 1986年 Chem.Pharm. Toshiki Matsuura, Kazuhiro Owada, Mitsuaki Sano, Shinichi

Methylglyoxal. II. 　 　 Bull., 34(7), Saito, Isao Tomita, Tetsuro Ikekawa

Changes of 　 　 2926-2930 　

methylglyoxal 　 　 　 　

level accompanying 　 　 　 　

the changes of 　 　 　 　

glyoxalase I and 　 　 　 　

II activities in 　 　 　 　

mice bearing L1210 　 　 　 　

leukemia and 　 　 　 　

Sarcoma 180.（査読 　 　 　 　

付） 　 　 　 　

74.Studies on 共 1985年 Chem.Pharm. Toshiki Matsuura, Kyoji Yoshino, Eishi Ooki,Shin-ichi Saito,

methylglyoxal 1. 　 　 Bull., 33(8), Etsuo Ooishi, Isao Tomita

Fluorometric 　 　 3567-3570 　

determination of 　 　 　 　

methylglyoxal 　 　 　 　

using high- 　 　 　 　

performance liquid 　 　 　 　

chromatography.(査 　 　 　 　

読付) 　 　 　 　

その他
１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表
1.オレアミドの腸管吸 共 2022年6月 第76回日本栄養・ 小林恭之, 渡辺夏美,日浦伶奈, 室田佳恵子, 中村衣里, 松浦寿喜,

収に対するフラボノ 　 11日 食糧学会大会 杉本圭一郎, 北風智也, 原田直樹, 山地亮一

イド類の影響 　 　 　 　

2.一級脂肪酸アミドで 共 2021年10月 第60回日本栄養・ 小林恭之, 渡辺夏美, 日浦伶奈, 室田佳恵子, 中村衣里, 松浦寿

あるオレアミドの腸 　 27日 食糧学会 近畿支部 喜, 杉本圭一郎, 北風智也, 原田直樹, 山地亮一

管における吸収 経路 　 　 大会 　

と吸収機構について 　 　 　 　

3.ラット門脈カテーテ 共 2019年5月 第73回日本栄養・ 中村衣里，武田瑞季，松浦寿喜

ル留置法によるタン 　 19日 食糧学会大会 　

パク質消化吸収機能 　 　 　 　

評価法の開発 　 　 　 　

4.ラットにおけるホエ 共 2019年5月 第73回日本栄養・ 武田瑞季，中村衣里，松浦寿喜

イ，大豆およびカゼ 　 17日 食糧学会大会 　

インタンパク質の消 　 　 　 　

化吸収の比較 　 　 　 　

5.ラット門脈血中アミ 共 2018年12月 第57回日本栄養・ 武田瑞季，中村衣里，松浦寿喜

ノ酸濃度を指標とし 　 8日 食糧学会　近畿支 　

たタンパク質消化吸 　 　 部大会 　

収評価法の開発 　 　 　 　

6.緑茶のタンパク質消 共 2018年12月 第57回日本栄養・ 中村衣里，武田瑞季，松浦寿喜
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２．学会発表
化吸収への影響 　 8日 食糧学会　近畿支 　

　 　 　 部大会 　

7.バジルの脂質吸収抑 共 2017年06月 日本食品化学学会 松浦寿喜，中村衣里，坂田知彦

制作用 　 02日 　第23回総会・学 　

　 　 　 術大会 　

8.ラット門脈カテーテ 共 2017年06月 日本食品化学学会 中村衣里，松浦寿喜

ル留置法におけるタ 　 01日 　第23回総会・学 　

ンパク質消化吸収評 　 　 術大会 　

価モデルの開発 　 　 　 　

9.抹茶の品質と機能性 共 2016年10月 第55回 日本栄養・ 中村衣里，橋本ゆかり，松浦寿喜

との関係について〜糖 　 22日 食糧学会 近畿支部 　

質吸収抑制作用を指 　 　 大会 　

標として〜 　 　 　 　

10.ラット門脈カテーテ 共 2016年06月 日本食品化学学会 橋本ゆかり、中村衣里、松浦 寿喜

ル留置法を用いた食 　 03日 第22回総会・学術 　

品成分と医薬品の相 　 　 大会 　

互作用 　 　 　 　

11.水溶性食物繊維が医 共 2016年05月 第70回日本栄養・ 橋本ゆかり、中村衣里、高井 舞、松浦寿喜

薬品の吸収に与える 　 15日 食糧学会大会 　

影響 　 　 　 　

12.ラットにおける3種麹 共 2016年05月 第70回日本栄養・ 松浦寿喜、中村衣里、橋本ゆかり、高井舞、沼沢徹、山崎健司、高

菌の穀物麹（寿穀 　 15日 食糧学会大会 柿了士

麹）の蛋白質消化吸 　 　 　 　

収促進作用 　 　 　 　

13.バジルの脂質吸収抑 共 2016年05月 第70回日本栄養・ 中村衣里、橋本ゆかり、高井舞、坂田知彦、小嶋拓、松浦寿喜

制作用に関する研究 　 14日 食糧学会大会 　

14.抹茶の品質と糖質吸 共 2015年09月 フォーラム2015衛 中村 衣里,橋本 ゆかり,高井 舞,松浦 寿喜

収阻害作用との関係 　 17日 生薬学・環境トキ 　

　 　 　 シコロジー 　

15.バジルの機能性の解 共 2015年01月 平成26年度「農」 松浦寿喜，中村衣里，小嶋拓

明及び機能性を活か 　 27日 イノベーション 　

した商品開発 　 　 ひょうごテーマ別 　

　 　 　 勉強会「機能性食 　

　 　 　 品開発プロジェク 　

　 　 　 ト（第3回） 　

16.スイートバジルの糖 共 2014年10月 第53回日本栄養・ 和田宏美,橋本ゆかり,高井舞,中村衣里,松浦寿喜

質吸収抑制作用に関 　 25日 食糧学会近畿支部 　

する研究 　 　 大会 　

17.ラットにおける水溶 共 2014年10月 第53回日本栄養・ 橋本ゆかり,和田宏美,高井舞,中村衣里,松浦寿喜

性食物繊維の医薬品 　 25日 食糧学会近畿支部 　

吸収抑制作用 　 　 大会 　

18.ブドウ種子抽出物の 共 2014年10月 第53回日本栄養・ 高井舞,橋本ゆかり,和田宏美,中村衣里,松浦寿喜

糖質および脂質吸収 　 25日 食糧学会近畿支部 　

抑制作用 　 　 大会 　

19.銘柄の異なる抹茶が 共 2014年06月 第68回日本栄養・ 中村衣里，上田友佳子，橋本ゆかり，和田宏美，松浦寿喜

糖質吸収抑制作用に 　 01日 食糧学会大会 　

与える影響 　 　 　 　

20.膵リパーゼ阻害作用 共 2014年05月 第68回日本栄養・ 北野美佐子，山元宏貴，森雄一郎，藤井孝，石橋泰史，伊神孝生，

によるオーツブラン 　 31日 食糧学会大会 中村衣里，上田友佳子，橋本ゆかり，和田宏美，松浦寿喜

の中性脂肪吸収抑制 　 　 　 　

作用 　 　 　 　

21.イヌリン、ガラクト 共 2014年05月 第68回日本栄養・ 森雄一郎，山元宏貴，北野美佐子，伊神孝生，中村衣里，上田友佳

マンナンは小腸上皮 　 31日 食糧学会大会 子，橋本ゆかり，和田宏美，松浦寿喜

細胞においてカイロ 　 　 　 　

ミクロンの分泌を抑 　 　 　 　

制する 　 　 　 　

22.水溶性食物繊維持続 共 2014年03月 日本薬学会第134年 橋本ゆかり，上田友佳子，和田宏美，中村衣里，松浦寿喜

投与ラットにおける 　 30日 会 　

解熱鎮痛剤の吸収抑 　 　 　 　
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２．学会発表
制作用 　 　 　 　

23.抹茶の価格と機能性 共 2014年03月 第29回茶学術研究 中村衣里，上田友佳子，橋本ゆかり，和田宏美，松浦寿喜

の関係について-糖質 　 14日 会　講演会 　

吸収抑制作用を指標 　 　 　 　

として- 　 　 　 　

24.抹茶の銘柄によるカ 共 2013年08月 日本食品化学学会 中村衣里，上田友佳子，橋本ゆかり，和田宏美，松浦寿喜

テキン含量および機 　 29日 第19回総会・学術 　

能性について 　 　 大会 　

25.抹茶含有菓子パンの 共 2013年03月 日本薬学会第133年 中村衣里，橋本ゆかり，上田友佳子，木戸和貴子，松浦寿喜

ヒトにおける食後血 　 30日 会 　

統上昇抑制作用 　 　 　 　

26.水溶性食物繊維とア 共 2013年03月 日本薬学会第133年 戸根瑛美，中村衣里，橋本ゆかり，木戸和貴子，上田友佳子，田代

セトアミノフェンの 　 29日 会 操，松浦寿喜

相互作用 　 　 　 　

27.水溶性食物繊維がア 共 2013年03月 日本薬学会第133年 橋本ゆかり，中村衣里，上田友佳子，木戸和貴子，松浦寿喜

セトアミノフェンお 　 29日 会 　

よびイブプロフェン 　 　 　 　

の吸収に与える影響 　 　 　 　

28.食品成分および医薬 単 2012年12月 イノベーション 　

品の有効性の迅速評 　 6日 フェア関西 　

価技術 　 　 　 　

29.市販解熱鎮痛剤成分 共 2012年12月 第11回日本栄養改 橋本ゆかり，中村衣里，上田友佳子，木戸和貴子，松浦寿喜

の水溶性食物繊維へ 　 2日 善学会近畿支部学 　

の吸着 　 　 術総会 　

30.血糖上昇抑制作用を 共 2012年12月 第11回日本栄養改 中村衣里，橋本ゆかり，上田友佳子，木戸和貴子，松浦寿喜

有する抹茶含有菓子 　 2日 善学会近畿支部学 　

パンの開発 　 　 術総会 　

31.各種水溶性食物繊維 共 2012年10月 第51回日本栄養・ 上田（吉川）友佳子，木戸和貴子，中村衣里，橋本ゆかり，松浦寿

の脂質吸着能と脂質 　 20日 食糧学会近畿支部 喜

吸収抑制作用 　 　 大会 　

32.茶カテキン含有食品 共 2012年10月 第62回日本薬学会 中村衣里，橋本ゆかり，戸根瑛美，上田（吉川）友佳子，木戸和貴

の血糖値に与える影 　 20日 近畿支部総会・大 子，松浦寿喜

響-抹茶パンの血糖上 　 　 会 　

昇抑制作用- 　 　 　 　

33.食品と医薬品の相互 共 2012年10月 第62回日本薬学会 橋本ゆかり，中村衣里，戸根瑛美，上田（吉川）友佳子，木戸和貴

作用-医薬品成分の水 　 20日 近畿支部総会・大 子，松浦寿喜

溶性食物繊維への吸 　 　 会 　

着- 　 　 　 　

34.Cheese whey tri- 共 2012年09月 2012年度酪農科学 Yoshihiko Takano, Toshiki Matsuura, Makoto Shimizu

peptide, Ile-Pro- 　 13日 シンポジウム 　

Ala, enhances the 　 　 　 　

intestinal calcium 　 　 　 　

absorption 　 　 　 　

35.In vitro におけるア 共 2012年03月 日本薬学会132年会 木戸和貴子，戸根瑛美，中村衣里，松浦寿喜

セトアミノフェンと 　 　 　 　

水溶性食物繊維の相 　 　 　 　

互作用 　 　 　 　

36.Cheese whey tri- 共 2011年11月 2011 Yoshihiko Takano, Toshiki Matsuura and Makoto Shimizu

peptide, Ile-Pro- 　 　 International 　

Ala, enhances the 　 　 Conference on 　

intestinal calcium 　 　 Food Factors 　

absorption 　 　 　 　

37.難消化性デキストリ 共 2011年05月 第65回日本栄養・ 戸根瑛美，木戸和貴子，松浦寿喜

ンがアセトアミノ 　 　 食糧学会大会 　

フェンの吸収に与え 　 　 　 　

る影響 　 　 　 　

38.難消化性デキストリ 共 2011年03月 日本薬学会131年会 木戸和貴子，戸根瑛美，松浦寿喜

ンとアセトアミノ 　 　 　 　

フェンの相互作用 　 　 　 　
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２．学会発表
39.桑の葉茶のラットに 共 2010年03月 日本薬学会第130年 木戸和貴子，松浦寿喜

おける糖質吸収抑制 　 　 会 　

作用 　 　 　 　

40.酵母発酵による茶の 共 2010年03月 第25回茶学術研究 渡辺祐子，松浦寿喜，早川　潔，植野洋志

成分・香味・機能性 　 　 会講演会 　

の変化 　 　 　 　

41.ラット門脈カテーテ 単 2009年11月 ひょうご神戸産学

ル留置法による健康 　 　 学官アライアンス 　

食品の有効性および 　 　 　第3回分野別技術 　

安全性の評価 　 　 発表会 　

42.醤油多糖類SPSの脂質 共 2009年09月 第61回日本生物工 真岸範浩，松下裕昭，橋本忠明，古林万木夫，鈴木誠，辻啓介，吉

代謝改善効果 　 　 学会 川友佳子，松浦寿喜

43.脂肪乳剤持続投与 共 2009年09月 第6回日本カテキン 松浦寿喜，木戸和貴子，吉川友佳子

ラットにおける血中 　 　 学会総会 　

TG濃度に与える緑茶 　 　 　 　

の影響 　 　 　 　

44.ラットにおける緑茶 共 2009年03月 日本薬学会第129年 木戸和貴子，吉川友佳子，松浦寿喜

の脂質吸収抑制作用 　 　 会 　

45.ラット門脈カテーテ 単 2009年02月 次世代医療システ

ル留置法による健康 　 　 ム産業化フォーラ 　

食品の品質評価 　 　 ム 　

46.ラット門脈カテーテ 単 2009年02月 ジャパン・イン

ル留置法による健康 　 　 ターナショナル・ 　

食品の品質評価 　 　 シーフードショー 　

　 　 　 大阪 　

47.お茶の血糖上昇抑制 単 2009年01月 茶学術研究会シン

作用 　 　 ポジウム 　

48.ラット門脈カテーテ 単 2009年01月 第1回ひょうご産学

ル留置法による健康 　 　 学官アライアンス 　

食品の有効性評価 　 　 分野別技術発表会 　

49.食品添加物について 共 2008年05月 第14回日本食品化 松浦寿喜，扇間昌規，十一元晴，市川厚，中村幹雄，左官愛野，西

栄養学，薬学の学生 　 　 学学会総会・学術 島基弘，菅原正，深澤譲，村岡伸輔，伊藤誉志男

に聞きました 　 　 大会 　

50.Evaluation of 共 2007年09月 10th Asian Yukako Yoshikawa and Toshiki Matsuura

lipid digestion 　 　 Congress of 　

and absorption by 　 　 Nutrition 　

water-soluble 　 　 　 　

dietary fibers in 　 　 　 　

novel rat model. 　 　 　 　

51.Inhibitory effect 共 2007年09月 10th Asian Toshiki Matsuura and Yukako Yoshikawa

of indigestible 　 　 Congress of 　

dextrin on lipid 　 　 Nutrition 　

absorption in 　 　 　 　

rats. 　 　 　 　

52.各種食材における血 共 2007年08月 日本調理科学会　 升井 洋至，松浦 寿喜，内山 綾子，井原 浩二，辻岡 生隆

糖上昇抑制作用物質 　 　 平成17年度大会 　

について 　 　 　 　

53.ラットにおける難消 共 2007年05月 第61回日本栄養・ 川田優子，吉川友佳子，中村亮太，山元英樹，鈍宝宗彦，松浦寿喜

化性デキストリンの 　 　 食糧学会大会

脂質吸収抑制作用 　 　 　 　

54.新規ラット実験モデ 共 2007年05月 第61回日本栄養・ 吉川友佳子，川田優子，松浦寿喜

ルによる水溶性食物 　 　 食糧学会大会 　

繊維の脂質消化・吸 　 　 　 　

収の評価 　 　 　 　

55.ラットにおける難消 共 2007年03月 日本薬学会　第 松浦寿喜，吉川友佳子，川田優子

化性デキストリンの 　 　 127年会 　

脂質吸収抑制作用 　 　 　 　

56.脂質の消化・吸収を 共 2006年10月 第45回日本栄養・ 吉川友佳子，川田優子，松浦寿喜

評価する新規ラット 　 　 食糧学会近畿支部 　
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実験モデルの開発 　 　 大会 　

57.ラットにおける難消 共 2006年10月 第45回日本栄養・ 川田優子，吉川友佳子，中村亮太，山元英樹，鈍宝宗彦，松浦寿喜

化性デキストリンの 　 　 食糧学会近畿支部

血糖上昇抑制作用 　 　 大会 　

58.ラットにおける緑茶 共 2006年06月 第3回日本カテキン 松浦寿喜，吉川友佳子，中村亮太，山元英樹，鈍宝宗彦

と紅茶の血糖上昇抑 　 　 学会 　

制作用の比較 　 　 　 　

59.ラットにおける各種 共 2006年05月 第60回日本栄養・ 吉川友佳子，松浦寿喜，中村亮太，山元英樹，鈍宝宗彦

茶の血糖上昇抑制作 　 　 食糧学会大会 　

用 　 　 　 　

60.スリランカ緑茶の 共 2006年03月 日本薬学会第126年 松浦寿喜，吉川友佳子，中村亮太，山元英樹，鈍宝宗彦

ラッカーゼ処理が 　 　 会 　

ラットのスクロース 　 　 　 　

消化吸収機能に与え 　 　 　 　

る影響 　 　 　 　

61.スリランカ緑茶の 共 2006年03月 日本薬学会第126年 松浦寿喜，吉川友佳子，中村亮太，山元英樹，鈍宝宗彦

ラッカーゼ処理が 　 　 会 　

ラットのスクロース 　 　 　 　

消化吸収機能に与え 　 　 　 　

る影響 　 　 　 　

62.QOL薬膳食品の栄養 共 2005年12月 近畿地域アグリビ 松浦寿喜，升井洋至，奥田展子，井原浩二，辻岡生隆

学・健康学的研究 　 　 ジネス創出フェア 　

63.各種食材における血 共 2005年09月 日本調理科学会　 升井洋至，松浦寿喜，内山綾子，井原浩二，辻岡生隆

糖上昇抑制作用物質 　 　 平成17年度大会 　

について 　 　 　 　

64.低マグネシウム食 共 2005年05月 第59回日本栄養・ 斉藤慎一，長澤宣裕，遠藤みずき，南方かよ子，佐野満昭，芳野恭

ODSラットのパラコー 　 　 食糧学会大会 士，松浦寿喜

ト中毒時に肝臓で発 　 　 　 　

現が減少するタンパ 　 　 　 　

ク質 　 　 　 　

65.ラット門脈カテーテ 共 2005年05月 第59回日本栄養・ 吉川友佳子，松浦寿喜，升井洋至，辻岡生隆，井原浩二

ル留置法による健康 　 　 食糧学会大会 　

食品のスクロース消 　 　 　 　

化吸収抑制作用の評 　 　 　 　

価 　 　 　 　

66.各種食材中の血糖上 共 2005年03月 日本農芸化学会 升井 洋至，松浦 寿喜，内山 綾子，辻岡 生隆，井原 浩二

昇抑制作用性物質の 　 　 2005年度大会 　

検索について 　 　 　 　

67.ラットにおける特定 共 2005年03月 日本薬学会第125年 松浦寿喜，吉川友佳子，升井洋至，辻岡生隆，井原浩二

保健用食品および健 　 　 会 　

康食品の血糖上昇抑 　 　 　 　

制作用 　 　 　 　

68.赤糠からの機能性素 共 2004年09月 日本生物工学会平 湯川雅之，奥田伸哉，尾関健二，広常正人，松浦寿喜，田代操

材製造技術の開発 　 　 成16年度大会 　

69.低マグネシウム食Ｏ 共 2004年05月 第58回日本栄養・ 斉藤慎一，神谷佳美，遠藤みずき，南方かよ子，佐野満昭，芳野恭

ＤＳラットのパラ 　 　 食糧学会大会 士，松浦寿喜

コート中毒時に肝臓 　 　 　 　

で発現増加するタン 　 　 　 　

パク質 　 　 　 　

70.各種健康茶のラット 共 2004年05月 第58回日本栄養・ 吉川友佳子，松浦寿喜，升井洋至，佐野満昭

における糖質吸収抑 　 　 食糧学会大会 　

制作用 　 　 　 　

71.ラットにおける 共 2004年05月 第58回日本栄養・ 松浦寿喜，吉川友佳子，杉田　淳，池本　毅，駒井　強，尾関健二

Ethyl-α-D- 　 　 食糧学会大会

glucosideの糖質吸収 　 　 　 　

抑制作用 　 　 　 　

72.難消化性多糖類の 共 2004年03月 日本農芸化学会　 弥永由里・上柳友香・南野勝彦・松浦寿喜・堀尾拓之・升井洋至・

ラット血漿および糞 　 　 2004年度大会 大鶴勝

中脂質に及ぼす影響 　 　 　 市販17種の多糖類をラットに与え、それぞれについて糞重量、糞水
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　 　 　 　 分率の変化、糞脂質含量、糞ミネラル含量及び血液中の脂質成分に

　 　 　 　 対する影響を調べた。その結果、血中総コレステロールは混合系で

　 　 　 　 減少し、糞中脂質ではトリグリセライド、総コレステロール、胆汁

　 　 　 　 酸共に高粘性のカラヤガム－キサンタンガムで増加した。

73.低ミネラル食ODSラッ 共 2003年05月 第57回日本栄養・ 斉藤慎一・南方かよ子・佐野満昭・芳野恭士・松浦寿喜

トにおけるパラコー 　 　 食糧学会大会 低ミネラル食を投与したODSラットに、パラコートを投与した時の肝

ト投与時の肝臓タン 　 　 　 臓タンパク質を、プロテオーム法を用いて解析した。その結果、発

パク質のプロテオー 　 　 　 現が増加するタンパク質のスポットが観察された。

ム解析 　 　 　 　

74.イソチオシアン酸ア 共 2002年11月 第41回日本栄養・ 吉川友佳子・堀名恵美・松浦寿喜

リルが小腸における 　 　 食糧学会近畿支部 イソチオシアン酸アリルが、糖質の消化吸収機能に与える影響を検

糖質の消化吸収機能 　 　 大会 討した。その結果、イソチオシアン酸アリルの投与は門脈血中グル

に及ぼす影響 　 　 　 コース濃度を著しく上昇させ、イソチオシアン酸アリルの糖質吸収

　 　 　 　 促進作用が明らかとなった。

75.イソチオシアン酸ア 共 2002年07月 第56回日本栄養・ 堀名恵美・松浦寿喜

リルがラットの蛋白 　 　 食糧学会大会 イソチオシアン酸アリルが、ラットの蛋白質およびアミノ酸の消化

質およびアミノ酸消 　 　 　 吸収に与える影響について検討した。その結果、蛋白質持続投与時

化吸収に与える影響 　 　 　 にはイソチオシアン酸アリルは門脈血中アミノ酸濃度を低下させる

　 　 　 　 が、アミノ酸投与時には上昇させた。したがって、イソチオシアン

　 　 　 　 酸アリルは、蛋白質の加水分解には抑制的に、アミノ酸吸収には促

　 　 　 　 進的に作用することが明らかとなった。

76.イソチオシアン酸ア 共 2002年07月 第56回日本栄養・ 松浦寿喜・堀名恵美・市川富夫

リルがラット小腸グ 　 　 食糧学会大会 イソチオシアン酸アリルが、小腸のグルタミン代謝に及ぼす影響を

ルタミン代謝に及ぼ 　 　 　 ラット門脈カテーテル留置法により検討した。その結果、イソチオ

す影響 　 　 　 シアン酸アリルは、門脈血中グルコース濃度を著しく低下させるこ

　 　 　 　 とから、イソチオシアン酸アリルが小腸におけるグルタミン代謝を

　 　 　 　 促進させることが明らかとなった。

77.イソチオシアン酸ア 共 2001年05月 第55回日本栄養・ 松浦寿喜・堀名恵美・岸本三香子・市川富夫

リルがラットのスク 　 　 食糧学会 香辛料成分であるイソチオシアン酸アリルがラットのスクロース吸

ロース消化吸収に及 　 　 　 収に及ぼす影響について、スクロースを持続投与したラットを用い

ぼす影響 　 　 　 て門脈カテーテル留置法により検討した。その結果、イソチオシア

　 　 　 　 ン酸アリルの投与により門脈血中グルコース濃度が著しく上昇し、

　 　 　 　 イソチオシアン酸アリルの糖質吸収促進作用が推察された。

78.緑茶ポリフェノール 共 2001年05月 第55回日本栄養・ 堀名恵美・松浦寿喜・岸本三香子・市川富夫

によるα－グルコシ 　 　 食糧学会 緑茶ポリフェノール（ポリフェノン60）のラットにおけるスクロー

ダーゼ阻害作用につ 　 　 　 ス吸収抑制作用についてラット門脈カテーテル法およびin vitroの

いて 　 　 　 実験を行った。その結果、ポリフェノン60はラットにおけるスク

　 　 　 　 ロースの吸収を抑制することが明らかとなった。また、その阻害形

　 　 　 　 式はin vitroの実験より非拮抗阻害であることが明らかとなった。

79.各種糖質のα－グル 共 2000年05月 第54回日本栄養・ 松浦寿喜・堀名恵美・岸本清子・市川富夫

コシダーゼ活性阻害 　 　 食糧学会大会 ラット門脈カテーテル留置法により、各種糖質および糖尿病治療薬

作用の持続時間の比 　 　 　 のα－グルコシダーゼ活性阻害作用の持続時間を比較した。その結

較 　 　 　 果、ボグリボースやアカルボースなど糖尿病治療薬はマルターゼお

　 　 　 　 よびスクラーゼいずれに対しても強い阻害作用を示すが、D-キシ

　 　 　 　 ロースやL-アラビノースなどの糖質はスクラーゼに対してのみ阻害

　 　 　 　 作用を示すことが明らかとなった。

80.高リン食摂取時にお 共 2000年05月 第54回日本栄養・ 岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

けるラットの高カル 　 　 食糧学会大会 高Ｐ食摂取が腎ミトコンドリアに及ぼす影響について、アニリンヒ

シウム腎状態におけ 　 　 　 ドロキシラーゼ活性、ATPase活性および脱水素酵素活性を指標とし

るミトコンドリアの 　 　 　 て検討した。その結果、高Ｐ食の摂取によりアニリンヒドロキシ

機能について 　 　 　 ラーゼ活性およびATP活性が高値を示すことが明らかとなった。

81.ラットにおける各種 共 1999年10月 日本栄養・食糧学 松浦寿喜・堀名恵美・岸本三香子・市川富夫

糖質によるショ糖の 　 　 会第38回近畿支部 ラット門脈カテーテル留意モデルを用いて、各種糖質のショ糖吸収

消化吸収抑制効果の 　 　 大会 抑制作用時間を測定したところＤ－キシロースが150分、Ｌ－アラビ

持続時間の比較 　 　 　 ノースが60分、Ｄ－グルコロノ－6,3－ラクトンが90分であった。糖

　 　 　 　 尿病食後過血糖改善薬であるボグリボースは、180分以上、アカル

　 　 　 　 ボースは120分であった。

82.高リン食摂取時にお 共 1999年05月 第53回日本栄養・ 岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

けるラットの高カル 　 　 食糧学会大会 高リン食で飼育したラットの腎ミトコンドリア脱水素酵素活性は、
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シウム腎状態におけ 　 　 　 標準食に比し低値を示し、脂肪酸組成においても飽和脂肪酸の割合

るミトコンドリアの 　 　 　 は低値を、多価不飽和脂肪酸の割合は高値を示した。ストレスタン

機能ならびにストレ 　 　 　 パク質の発現には差は認められなかった。

スタンパクの発現に 　 　 　 　

ついて 　 　 　 　

83.Ｌ型発酵乳酸カルシ 共 1999年05月 第53回日本栄養・ 岸本三香子・松浦寿喜・植草丈孝・原高明・市川富夫

ウム食投与ラットの 　 　 食糧学会大会 ｌ型発酵乳酸カルシウム添加飼料にキシロオリゴ糖、ガラクトマン

カルシウム吸収につ 　 　 　 ナンおよびグルコノ－δ－ラクトンを添加することによりカルシウ

いて 　 　 　 ムの吸収および大腿骨カルシウム量が著しく増加した。

84.魚油の投与がトリニ 共 1999年05月 第53回日本栄養・ 松浦寿喜・石井圭・辻本佳世・上田路子・岸本三香子・市川富夫

トロベンゼンスルホ 　 　 食糧学会大会 不飽和脂肪酸を多く含む魚脂を摂取した場合、急性期にはTNBSに

ン酸誘発大腸炎ラッ 　 　 　 よって大腸細胞の脂質が直接過酸化を受け、生成した過酸化脂質は

トの門脈血中TBARS値 　 　 　 門脈に流入することが明らかとなった。

に与える影響 　 　 　 　

85.高リン食摂取時にお 共 1999年05月 第53回日本栄養・ 岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

けるラットの高カル 　 　 食糧学会大会 高リン食で飼育したラットの高カルシウム腎状態におけるミトコン

シウム腎状態におけ 　 　 　 ドリアの機能ならびにストレスタンパクの発現について検討した。

るミトコンドリアの 　 　 　 その結果、HSP-70は高リン食および対照群の腎ミトコンドリア画分

機能ならびにストレ 　 　 　 で発現し、HO-1は高リン食の腎ミトコンドリア画分においてのみ検

スタンパクの発現に 　 　 　 出された。

ついて 　 　 　 　

86.Ｌ型発酵乳酸カルシ 共 1999年05月 第53回日本栄養・ 岸本三香子・松浦寿喜・植草丈孝・原高明・市川富夫

ウム食投与ラットの 　 　 食糧学会大会 Ｌ型発酵乳酸カルシウムあるいは炭酸カルシウムを含む飼料にキシ

カルシウム吸収につ 　 　 　 ロオリゴ糖、ガラクトマンナン、グルコノデルタラクトンを添加し

いて 　 　 　 たときのカルシウム吸収率を測定した。その結果、Ｌ型発酵乳酸カ

　 　 　 　 ルシウムにキシロオリゴ糖、ガラクトマンナン、グルコノデルタラ

　 　 　 　 クトンを添加した場合カルシウムの吸収が促進されることが推測さ

　 　 　 　 れた。

87.魚油の投与がトリニ 共 1999年05月 第53回日本栄養・ 松浦寿喜・石井圭・辻本佳世・上田路子・岸本三香子・市川富夫

トロベンゼンスルホ 　 　 食糧学会大会 大腸炎ラットの門脈への過酸化脂質の流入を経時的に追跡し、摂取

ン酸誘発大腸炎ラッ 　 　 　 する油脂成分との関連について調べた。その結果、不飽和脂肪酸を

トの門脈血中TBARS値 　 　 　 多く含む油脂を摂取した場合、急性期にはTNBS投与によって直接脂

に与える影響 　 　 　 質過酸化がひき起され、大腸組織で生成した過酸化脂質が門脈に移

　 　 　 　 行することが明らかとなった。

88.ラット小腸粘膜の脂 共 1998年04月 第52回日本栄養・ 川口真規子・岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

質過酸化マルターゼ 　 　 食糧学会大会 生体膜の脂質過酸化が、小腸の生理的機能に及ぼす影響を明らかに

活性の関連 　 　 　 するためのモデル実験として、ラット小腸粘膜を用いて脂質過酸化

　 　 　 　 と膜結合性酵素であるマルターゼとの関連について検討した。その

　 　 　 　 結果、AAPHによる酸化を受けた小腸粘膜マルターゼの不活性化は、

　 　 　 　 脂質過酸化に伴うものと酵素蛋白が直接酸化される経路が考えられ

　 　 　 　 るが、後者の方が大きく関与していることが推察された。

89.高リン食投与がラッ 共 1998年04月 第52回日本栄養・ 岸本三香子・川口真規子・松浦寿喜・市川富夫

ト腎無細胞画分の性 　 　 食糧学会大会 高リン食投与がラット腎無細胞画分の性状に及ぼす影響について検

状に及ぼす影響 　 　 　 討した。その結果、高リン食投与において腎ヒミコンドリア、ミク

　 　 　 　 ロソーム画分にカルシウム、マグネシウムおよびリンの蓄積が認め

　 　 　 　 られた。過酸化脂質量は両群間有意な差は認められなかった。

90.ラット門脈血中アン 共 1998年04月 第52回日本栄養・ 松浦寿喜・保見さやか・片岡祐美子・市川富夫

モニア濃度を指標と 　 　 食糧学会大会 腸内環境を簡便に評価する方法として、ラット門脈血中アンモニア

した腸内環境の評価 　 　 　 濃度を経時的に測定し、腸内環境との関わりについて検討した。そ

　 　 　 　 の結果、門脈血中アンモニア濃度は腸内腐敗菌数や腸内容物量など

　 　 　 　 腸内環境の変化を反映して変動することが明らかとなった。

91.高リン食投与による 共 1997年10月 第36回日本栄養・ 岸本三香子・川口真規子・松浦寿喜・市川富夫

ラット腎臓の過酸化 　 　 食糧学会近畿支部 高リン食投与ラットの腎臓の過酸化脂質の生成と腎の脂肪酸組成と

脂質と脂肪酸組成に 　 　 大会 の関連について検討した。その結果、高リン食投与群の腎臓の過酸

及ぼす影響 　 　 　 化脂質量は低値を示す傾向があり、脂肪酸組成では22：６（DHA）が

　 　 　 　 有意に低値を示した。

92.ラット小腸粘膜の脂 共 1997年10月 第36回日本栄養・ 川口真規子・岸本三香子・松浦寿喜・市川富夫

質過酸化と膜結合性 　 　 食糧学会近畿支部 生体膜の脂質過酸化が、小腸の生理的機能に及ぼす影響を明らかに

酵素活性の関連 　 　 大会 するためのモデル実験として、ラット小腸粘膜を用いて脂質過酸化
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　 　 　 　 と膜結合性酵素活性ならびに蛋白の酸化、変性との関連について検

　 　 　 　 討した。その結果、AAPHによる酸化を受けた小腸粘膜マルターゼの

　 　 　 　 不活性化は、酵素蛋白中のLys、Cys、His残基の破壊が原因ではな

　 　 　 　 く、酸化、変性を受けたTrp残基の減少が原因の一つであると考えら

　 　 　 　 れた。

93.門脈血中グルコース 共 1997年05月 第51回日本栄養食 松浦寿喜・森本洋子・岩野久美・市川富夫

濃度の変化を指標と 　 　 糧学会大会 無麻酔無拘束下で長期間にわたって門脈血を採取できるラット消化

したＤ－キシロース 　 　 　 吸収実験モデルを用いてキシロースによる糖質の消化吸収抑制作用

のα－グルコシダー 　 　 　 およびその作用の持続時間について検討した。その結果、キシロー

ゼ阻害作用 　 　 　 スはスクロースの消化吸収を強く抑制することが明らかとなりその

　 　 　 　 作用時間も投与量依存的に延長することが明らかとなった。

94.ラットのカルシウム 共 1997年05月 第51回日本栄養食 内田三香子・釜阪寛・松浦寿喜・岡田茂孝・市川富夫

吸収に及ぼすリン酸 　 　 糧学会大会 馬鈴薯澱粉を酵素処理して得られたカルシウム可溶化効果のあるリ

化オリゴ糖の影響 　 　 　 ン酸化オリゴ糖によるラットのカルシウム吸収に及ぼす影響につい

　 　 　 　 て検討した。その結果in vitroの実験では腸管におけるカルシウム

　 　 　 　 吸収促進効果が認められたが、in vivoの実験ではその効果は認めら

　 　 　 　 れなかった。

95.雌ラット肝における 共 1997年05月 第51回日本栄養食 村上亜由美・島尻はつみ・内田三香子・松浦寿喜・市川富夫

酵素処理ヘム鉄とク 　 　 糧学会大会 SD系雌ラットに酵素処理ヘム鉄あるいはクエン酸鉄を投与し、摂取

エン酸鉄投与時の過 　 　 　 する鉄の形態と摂取量の差違が肝臓の過酸化脂質の生成に及ぼす影

酸化脂質生成による 　 　 　 響と過酸化脂質による障害の程度について検討した。その結果、酵

障害の差違 　 　 　 素処理ヘム鉄過剰投与群の肝臓は酸化ストレスに対して弱くなって

　 　 　 　 いることが示唆された。

96.茶葉成分・エピガロ 共 1996年11月 日本過酸化脂質・ 佐野満昭・佐々木清隆・宮瀬敏男・富田勲・芳野恭士・松浦寿喜・

カテキンガレートの 　 　 フリーラジカル学 梅垣敬三

代謝とその分解物の 　 　 会第20回大会 茶葉に含まれるエピガロカテキンガレート（EGCg）の経口投与後の

抗酸化性について 　 　 　 ラット血漿および胆汁への移行について、経時的な検討を行うとと

　 　 　 　 もに、胆汁中でのEGCg分解物の同定とその抗酸化作用について検討

　 　 　 　 した。その結果、EGCgの生体内における抗酸化活性の一部はEGCgの

　 　 　 　 分解物の活性に由来する可能性が示唆された。

97.ラットを用いた新し 共 1996年10月 第35回日本栄養・ 松浦寿喜・施紅雲・市川富夫

い無麻酔・無拘束消 　 　 食糧学会近畿支部 門脈にカテーテルを留置したラットを無麻酔・無拘束下で飼育し、

化吸収実験モデルの 　 　 大会 門脈血中グルコースをモニターすることで小腸消化吸収機能が評価

開発 　 　 　 できるか否かについて、成分栄養剤を用いて検討した。ラットの胃

　 　 　 　 および門脈に採血用カテーテルを留置し、成分栄養剤を投与した。

　 　 　 　 その結果、門脈血中グルコース濃度は、成分栄養剤の投与により著

　 　 　 　 しく低下したことより膜消化や吸収機能の低下を鋭敏に反映してい

　 　 　 　 ることが明らかとなった。

98.ラット門脈カテーテ 共 1996年07月 第27回日本消化吸 松浦寿喜・施紅雲・作道忠義・土生充美・市川富夫

ル留置法による消化 　 　 収学会総会 門脈にカテーテルを留置したラットを無麻酔・無拘束下で飼育し、

吸収機能の評価法の 　 　 　 門脈血中グルコースをモニターすることで小腸消化吸収機能が評価

開発 　 　 　 できるか否かについて、成分栄養剤を用いて検討した。ラットの胃

　 　 　 　 および門脈に採血用カテーテルを留置し、成分栄養剤を投与した。

　 　 　 　 その結果、門脈血中グルコース濃度は、成分栄養剤の投与により著

　 　 　 　 しく低下したことより膜消化や吸収機能の低下を鋭敏に反映してい

　 　 　 　 ることが明らかとなった。

99.雄ラット鉄投与時に 共 1996年04月 第50回日本栄養・ 村上 亜由美・松田 高子・内田 三香子・松浦 寿喜・市川 富

おける組織中の鉄含 　 　 食糧学会大会 夫

量と過酸化脂質の生 　 　 　 雄ラットにヘム鉄および非ヘム鉄を投与したときの鉄利用性と過酸

成 　 　 　 化脂質の生成について検討した。ラットに非ヘム鉄普通食、非ヘム

　 　 　 　 鉄過剰食、ヘム鉄普通食およびヘム鉄過剰食を２週間投与したとこ

　 　 　 　 ろ、肝臓、肺および血液中の鉄含量が非ヘム鉄普通食群に比し、ヘ

　 　 　 　 ム鉄普通食群で有意に低い値を示した。また，肝臓中の鉄量および

　 　 　 　 過酸化脂質量は非ヘム鉄あるいはヘム鉄の普通食群に比し、それぞ

　 　 　 　 れの過剰食群で有意に高い値を示した。

100.ラカンカ抽出物の投 共 1996年04月 第50回日本栄養・ 松浦 寿喜・内田 三香子・村上 亜由美・施 紅雲・君塚 房

与がSHRの血圧および 　 　 食糧学会大会 雄・森田 日出男・市川 富夫

組織脂質過酸化脂質 　 　 　 ラカンカ果実熱水抽出物をSHRに投与し血圧および組織過酸化脂質量

量に及ぼす影響 　 　 　 に及ぼす影響について検討した。その結果、ラカンカによる抗酸化
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　 　 　 　 作用については組織により結果が異なり、必ずしも抗酸化作用をも

　 　 　 　 つとはいえなかった。しかし、本実験において血圧の上昇抑制傾向

　 　 　 　 および心臓重量の有意な低下が認められたことから、長期間ラカン

　 　 　 　 カを摂取することにより血圧の上昇が抑制される可能性はある。

101.リン酸化オリゴ糖に 共 1995年10月 第34回日本栄養・ 内田 三香子・松浦寿喜・釜阪 寛・岡田 茂孝・市川 富夫

よるラットのカリシ 　 　 食糧学会近畿支部 リン酸化オリゴ糖によるラットのカルシウム吸収に及ぼす影響を調

ウム吸収に及ぼす影 　 　 大会 べた。その結果、消化分解性は、リン酸化オリゴ糖で34.1％、化工

響 　 　 　 リン酸化澱粉では27.1％であり、カルシウム吸収率は、リン酸化オ

　 　 　 　 リゴ糖で高い傾向がみられた。４日間の出納実験では、カルシウム

　 　 　 　 吸収率および盲腸内pHには有意な差はみられなかった。大腿骨のカ

　 　 　 　 ルシウム含量はリン酸化オリゴ糖群において若干多いが、骨強度に

　 　 　 　 は影響しなかった。

102.ラット肝臓における 共 1995年05月 第49回日本栄養・ 村上 亜由美・永田 魅華・広田 純子・内田 三香子・松浦 寿

被過酸化性について 　 　 食糧学会大会 喜・市川 富夫

　 　 　 　 ラット肝臓ミトコンドリア（Ｔ）およびミクロソーム（Ｓ）におけ

　 　 　 　 る脂質の被過酸化性性差について検討した。過酸化の基盤となる脂

　 　 　 　 肪酸組成は、肝Ｔ、肝Ｓ、心臓Ｔにおいては雌で、肺Ｓにおいては

　 　 　 　 雄で、脂肪酸の不飽和指数が高く、被過酸化性も高いことが示され

　 　 　 　 た。腎Ｔ、腎Ｓにおいては脂肪酸組成からはどちらが酸化されやす

　 　 　 　 いか判断できなかった。心臓Ｓ、肺Ｔにおいては脂肪酸組成に性差

　 　 　 　 は認められなかった。

103.The effect of Ala- 共 1993年09月 第15回国際栄養学 松浦、作道、中山、桑波田、郡

Gln-supplemented 　 　 会 Ala-Gln添加TPNの血中及び筋中グルタミン（Gln）濃度維持効果及び

TPN on the 　 　 　 小腸粘膜萎縮抑制効果を検討した。その結果、筋中及び血中Gln濃度

structure of 　 　 　 はTPNへのAla-Glnの添加をより維持することができ、血漿アミノ酸

intestinal mucosa 　 　 　 パターンも改善された。さらに、TPNにより引き起こされる小腸粘膜

and plasma amino 　 　 　 の萎縮がAla-Glnにより抑制された。

acid pattern 　 　 　 　

104.TPN施行時の 共 1993年07月 第24回日本消化吸 松浦、作道、郡

bacterial 　 　 収学会総会シンポ TPN施行時の腸内細菌叢の変化とbacterial translocation（BT）の

translocationと腸内 　 　 ジウム 関連を熱傷負荷ラトを用いて検討した。またアラニルグルタミン

細菌叢の変化－Ala- 　 　 　 （Ala-Gln）の小腸粘膜維持効果についても検討した。TPN施行時に

Glnの小腸粘膜萎縮抑 　 　 　 は乳酸菌の消失、弱毒菌の増加など腸内細菌叢の変化が認められ、

制効果 　 　 　 この弱毒菌の生体内への侵入が認められた。Ala-Glnは、このような

　 　 　 　 bacterial translocationを抑制したが、腸内細菌叢は改善されな

　 　 　 　 かった。したがって、これらの状態を改善するためにはTPNから経口

　 　 　 　 摂取への早期移行が必要である。

105.アラニルグルタミン 共 1993年01月 第17回四国臨床栄 松浦、作道、中山、桑波田、郡

添加TPNのグルタミン 　 　 養研究会 Ala-Gln添加TPNの血中及び筋中グルタミン（Gln）濃度維持効果及び

補給および小腸粘膜 　 　 　 小腸粘膜萎縮抑制効果を検討した。その結果、筋中及び血中Gln濃度

構造に与える影響 　 　 　 はTPNへのAla-Glnの添加により維持することができ、血漿アミノ酸

　 　 　 　 パターンも改善された。さらに、TPNにより引き起こされる小腸粘膜

　 　 　 　 の萎縮がAla-Glnにより抑制された。

３．総説
　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
1.ホントに効くの？機 単 2022年11月 かわちながの消費 　

能性表示食品 　 25日 者協会（ノバティ 　

　 　 　 ホール） 　

2.上手に付き合おうー 単 2022年10月 庫県国民健康保険 　

高齢者の健康食品と 　 21日 団体連合会 兵庫県 　

薬― 　 　 在宅保健師の会(ふ 　

　 　 　 れあいの会) (兵庫 　

　 　 　 県国民健康保険団 　

　 　 　 体連合会) 　

3.食品添加物を正しく 単 2019年7月 UENO技術講習会 　

理解して安全・安心 　 18日 （株式会社ウエノ 　
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で楽しい食生活を 　 　 テクノフード） 　

4.上手に付き合う健康 単 2019年7月 桔梗が丘市民セン 　

食品（サプリメン 　 13日 ター（桔梗が丘市 　

ト） 　 　 民センター） 　

5.安全で楽しい食生活 単 2019年3月 東近江市市民環境 　

〜健康食品やサプリメ 　 18日 部（東近江市役所 　

ントの正しい選び方 　 　 本庁舎） 　

〜 　 　 　 　

6.健康食品についてー 単 2018年11月 かわちながの消費 　

利用する前に正しい 　 26日 者協会（ノバティ 　

知識を学ぼうー 　 　 ホール） 　

7.健康食品について 単 2018年11月 兵庫県淡路県民局 　

　 　 19日 （洲本総合庁舎） 　

8.健康食品について 単 2018年11月 寝屋川市立消費生 　

　 　 9日 活センター（寝屋 　

　 　 　 川市立消費生活セ 　

　 　 　 ンター） 　

9.上手につきあう！健 単 2018年9月 高槻市消費者のひ 　

康食品 　 28日 ろば展実行委員会 　

　 　 　 （総合市民交流セ 　

　 　 　 ンター） 　

10.ジェネリックについ 単 2018年6月7 西宮東高等学校・ 　

て 　 日 木曜講座（なるお 　

　 　 　 文化ホール） 　

11.上手につきあう！健 単 2018年5月 加西市（アスティ 　

康食品 　 28日 アかさい） 　

12.上手につきあう！健 単 2018年2月 西脇市（西脇市生 　

康食品 　 17日 涯学習まちづくり 　

　 　 　 センターマナビー 　

　 　 　 タ・プラザ） 　

13.健康食品の最近の動 単 2017年10月 兵庫県国保連合会 　

向〜保健指導にいかす 　 30日 （兵庫県国保連合 　

ために〜 　 　 会） 　

14.正しく知って上手に 単 2017年10月 東近江市・消費生 　

つき合う〜新薬とジェ 　 13日 活啓発員養成講座 　

ネリック医薬品〜 　 　 及び消費者セミ 　

　 　 　 ナー（東近江市役 　

　 　 　 所） 　

15.健康食品と機能性表 単 2017年09月 独立行政法人農林 　

示食品〜健康食品につ 　 11日 水産消費安全技術 　

いて知りたいこと〜 　 　 センター（独立行 　

　 　 　 政法人農林水産消 　

　 　 　 費安全技術セン 　

　 　 　 ター神戸セン 　

　 　 　 ター） 　

16.ジェネリック医薬品 単 2017年05月 かわちながの消費 　

について 　 15日 者協会（ノバティ 　

　 　 　 ホール） 　

17.食品添加物について 単 2017年02月 神戸市シルバーカ 　

　 　 23日 レッジ（しあわせ 　

　 　 　 の村） 　

18.健康食品について知 単 2017年02月 明石市消費者協会 　

りたいこと！(II) 　 09日 （アスピア明石） 　

19.上手につきあう！健 単 2017年01月 東近江市・消費者 　

康食品 　 16日 セミナー（東近江 　

　 　 　 市役所） 　

20.食の安全と健康食品 単 2016年11月 大阪福祉事業財 　

と機能性表示食品に 　 28日 団・食の委員会 　

ついて 　 　 （職員共済会館 　
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
　 　 　 うぇるほぅる） 　

21.健康食品について 単 2016年11月 兵庫県淡路消費生 　

　 　 18日 活センター　消費 　

　 　 　 者力アップリレー 　

　 　 　 セミナー（洲本総 　

　 　 　 合庁舎） 　

22.ジェネリック医薬品 単 2016年11月 茨木市消費者協 　

とは 　 01日 会・市民講演会 　

　 　 　 （福祉文化会館） 　

23.食の安全〜「健康食 単 2016年10月 西宮東高等学校・ 　

品・サプリメント」 　 13日 木曜講座（なるお 　

は本当に安全なの 　 　 文化ホール） 　

か？効果があるの 　 　 　 　

か？〜 　 　 　 　

24.西宮東高等学校・木 単 2016年08月 異業種交流グルー 　

曜講座（なるお文化 　 24日 プ・相生サプリメ 　

ホール） 　 　 ント研究会（相生 　

　 　 　 商工会議所） 　

25.正しく知ろう！健康 単 2016年06月 大阪府池田保健 　

食品と機能性表示食 　 10日 所・管内集団給食 　

品等について 　 　 研究会 　

26.正しく知ろうよ！健 単 2016年03月 コープこうべ大阪 　

康食品〜かしこい消費 　 23日 北地区（ふれあい 　

者になるために〜 　 　 センター藤の里） 　

27.正しく知ろうよ！健 単 2016年03月 西宮市・西宮市消 　

康食品〜かしこい消費 　 18日 費者団体連絡会 　

者になるために〜 　 　 （西宮市プレラ 　

　 　 　 ホール） 　

28.機能性表示食品って 単 2016年02月 小野市・東播磨消 　

なに？ 　 17日 費者団体協議会 ひ 　

　 　 　 ろば展（うるおい 　

　 　 　 交流館エクラ市民 　

　 　 　 交流ホール） 　

29.ねぇ，知ってる？新 単 2016年01月 大阪よどがわ市民 　

しい『機能性表示食 　 26日 生活協同組合（摂 　

品』ってなぁに？？ 　 　 津市立コミュニ 　

〜健康食品やトクホと 　 　 ティプラザ） 　

どう違うの？〜 　 　 　 　

30.ホントに効くの？機 単 2015年12月 安全食品連絡会 　

能性表示食品 　 14日 （神戸市勤労会 　

　 　 　 館） 　

31.飲んでるあなた，こ 単 2015年12月 茨木市市民文化 　

れから考えるあなた 　 07日 部・茨木市消費生 　

に。必須！『健康食 　 　 活センター（茨木 　

品を正しく理解する 　 　 市福祉文化会館） 　

講座』 　 　 　 　

32.正しく知ろう！健康 単 2015年11月 西宮市保健所（西 　

食品のこと 　 16日 宮市民会館） 　

33.消費生活セミナー・ 単 2015年10月 兵庫県中播磨消費 　

正しく知ろうよ！健 　 26日 生活創造センター 　

康食品〜新しい機能性 　 　 （姫路職員福祉セ 　

表示食品制度につい 　 　 ンター） 　

て〜 　 　 　 　

34.正しく知ろうよ！健 単 2015年10月 とっとり県消費者 　

康食品〜かしこい消費 　 04日 の会（倉吉交流プ 　

者になるために〜 　 　 ラザ） 　

35.「あなたが主役」の 単 2015年09月 わかやま市民生協 　

消費者市民社会づく 　 15日 (消費者ネットワー 　

りにむけて〜正しく知 　 　 クわかやま)　第 　
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
ろう健康食品，知っ 　 　 29回日本高齢者大 　

たことから始めま 　 　 会in和歌山（和歌 　

しょう〜 　 　 山大学） 　

36.正しく知ろうよ！健 単 2015年09月 大阪府生活協同組 　

康食品〜かしこい消費 　 10日 合連合会・なにわ 　

者になるために〜 　 　 の消費者団体連絡 　

　 　 　 会（大阪府社会福 　

　 　 　 祉会館） 　

37.「健康食品」につい 単 2015年09月 明石市消費者協会 　

て知りたいこと！ 　 03日 （あかし男女共同 　

　 　 　 参画センター） 　

38.食の安全・安心は守 単 2015年07月 日本食品添加物協 　

られているか？－合 　 29日 会　広島支部平成 　

成＝危険，天然＝安 　 　 27年度食品添加物 　

全，ってホント？－ 　 　 研修会（ホテルセ 　

　 　 　 ンチュリー21広 　

　 　 　 島） 　

39.食の安全・安心は守 単 2015年07月 日本食品添加物協 　

られているか？－合 　 22日 会　九州支部平成 　

成＝危険，天然＝安 　 　 27年度食品添加物 　

全，ってホント？－ 　 　 研修会（財団法人 　

　 　 　 　福岡県中小企業 　

　 　 　 振興センター） 　

40.食の安全・安心は守 単 2015年07月 日本食品添加物協 　

られているか？－合 　 16日 会　東海・北陸ブ 　

成＝危険，天然＝安 　 　 ロック平成27年度 　

全，ってホント？－ 　 　 食品添加物研修会 　

　 　 　 （愛知県産業労働 　

　 　 　 センター（ウイン 　

　 　 　 ク愛知）） 　

41.食の安全・安心は守 単 2015年07月 日本食品添加物協 　

られているか？－合 　 09日 会　東北支部平成 　

成＝危険，天然＝安 　 　 27年度食品添加物 　

全，ってホント？－ 　 　 研修会（メルパル 　

　 　 　 ク仙台） 　

42.健康食品と機能性表 単 2015年06月 東播磨消費生活セ 　

示食品 　 22日 ンター（兵庫県加 　

　 　 　 古川総合庁舎） 　

43.正しく知ろうよ！健 単 2015年06月 赤穂市消費者協会 　

康食品〜かしこい消費 　 10日 （赤穂市民会館） 　

者になるために〜 　 　 　 　

44.正しく知ろうよ！健 単 2015年05月 消費者サポート 　

康食品〜かしこい消費 　 25日 ネット和歌山（海 　

者になるために〜 　 　 南市保健福祉セン 　

　 　 　 ター2階） 　

45.正しく知ろうよ！健 単 2015年05月 丹波消費生活セン 　

康食品〜かしこい消費 　 23日 ター（丹波の森公 　

者になるために〜 　 　 苑） 　

46.正しく知ろうよ！健 単 2015年03月 消費者支援機構関 　

康食品〜かしこい消費 　 19日 西（兵庫県民会館 　

者になるために〜 　 　 11階パルテホー 　

　 　 　 ル） 　

47.食の安全は，誰のも 単 2014年08月 橋本市（橋本市民 　

の？-知っています 　 20日 会館1階ギャラ 　

か，表示や食品添加 　 　 リー） 　

物〜 　 　 　 　

48.健康食品との上手な 単 2014年07月 消費者ネットワー 　

つきあい方 　 28日 クわかやま 　

49.健康食品との上手な 単 2014年04月 相生市消費者生活 　
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
つきあい方 　 23日 研究会 　

50.食品添加物の安全性 単 2013年12月 尼崎市保健所 　

について-正しい情報 　 05日 　 　

で素敵な食生活を- 　 　 　 　

51.UENO技術講習会「食 単 2013年09月 上野製薬株式会社 　

の安心・安全-食品添 　 12日 　 　

加物はホントに危な 　 　 　 　

いのか？-」 　 　 　 　

52.食品添加物って安全 単 2013年06月 西宮市保健所 　

なの？ 　 24日 　 　

53.食品添加物メディア 単 2012年10月 日本食品添加物協 　

フォーラム「食の安 　 11日 会 　

心・安全は守られて 　 　 　 　

いるか？-合成＝危 　 　 　 　

険，天然＝安全って 　 　 　 　

ホント？―」 　 　 　 　

54.栄養情報担当者(NR) 単 2011年08月 神戸女子大学 　

養成講座「NR特論」 　 04日 　 　

55.食品安全と表示をめ 単 2011年06月 全国消費生活相談 　

ぐる諸問題 　 26日 員協会 　

56.健康食品とサプリメ 単 2011年03月 尼崎市立消費生活 　

ントについて 　 18日 センター 　

57.消費生活くらしの講 単 2011年03月 （社）ふくい・く 　

座「サプリメントは 　 05日 らし研究所 　

効くのか〜健康食品の 　 　 　 　

有効性・安全性〜」 　 　 　 　

58.平成22年度くらしの 単 2011年02月 淡路生活科学セン 　

通信講座　消費者力 　 25日 ター 　

アップ講座「健康食 　 　 　 　

品とサプリメント」 　 　 　 　

59.平成22年度くらしの 単 2011年02月 生活科学総合セン 　

通信講座　消費者力 　 19日 ター 　

アップ講座「健康食 　 　 　 　

品とサプリメント」 　 　 　 　

60.サプリメント・健康 単 2011年02月 鳥取県食生活改善 　

食品の効果と実態 　 14日 推進員連絡協議会 　

61.週末消費生活セミ 単 2011年02月 C・キッズ・ネット 　

ナー「サプリメン 　 11日 ワーク 　

トって本当に効く 　 　 　 　

の？」 　 　 　 　

62.平成22年度市川町健 単 2011年02月 神崎郡市川町 　

康づくり講座「健康 　 07日 　 　

食品（サプリメン 　 　 　 　

ト）の今日この頃」 　 　 　 　

63.健康食品・サプリメ 単 2010年12月 西宮消費者協会 　

ント学習会「サプリ 　 09日 　 　

メントをよく知ろ 　 　 　 　

う」 　 　 　 　

64.食品機能論 単 2010年12月 神戸女子短期大学 　

　 　 08日 　 　

65.社会人のためのスキ 単 2010年11月 武庫川女子大学食 　

ルアップ講座2010 　 27日 物栄養学科・食生 　

「サプリメント（健 　 　 活学科 　

康食品）徹底検証」 　 　 　 　

66.食の安全・安心〜食品 単 2010年10月 加東市消費者協会 　

添加物・健康食品を 　 24日 　 　

正しく理解してます 　 　 　 　

か〜 　 　 　 　

67.平成22年度消費生活 単 2010年10月 兵庫県生活科学総 　
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
相談レベルアップ研 　 18日 合センター 　

修会「食の安全と食 　 　 　 　

品表示〜食品衛生法・ 　 　 　 　

JAS法・健康増進法 　 　 　 　

〜」 　 　 　 　

68.平成22年度福井ライ 単 2010年10月 福井県生涯学習セ 　

フ・アカデミー現代 　 03日 ンター 　

的課題講座（環境・ 　 　 　 　

科学講座）「食の安 　 　 　 　

全〜知っていますか？ 　 　 　 　

食品添加物〜」 　 　 　 　

69.平成22年度中央市民 単 2010年09月 尼崎市中央公民館 　

大学（一般教養講 　 22日 　 　

座）「食の安全への 　 　 　 　

取り組み〜地産地消・ 　 　 　 　

食育のすすめ〜」 　 　 　 　

70.平成22年度大庄市民 単 2010年08月 尼崎市立大庄公民 　

大学（一般教養講 　 26日 館 　

座）「食品添加物と 　 　 　 　

衛生管理」 　 　 　 　

71.平成22年度ひょうご 単 2010年08月 社）全国消費生活 　

消費生活相談プロ 　 24日 相談員協会 　

フェショナル塾「食 　 　 　 　

の安全と栄養表示〜食 　 　 　 　

品衛生法・JAS法・健 　 　 　 　

康増進法〜」 　 　 　 　

72.サプリメント・健康 単 2010年08月 川西市生活学校連 　

食品〜効果は？その実 　 09日 合会 　

態は？〜 　 　 　 　

73.栄養情報担当者(NR) 単 2010年08月 神戸女子大学 　

養成講座「NR特論」 　 06日 　 　

74.栄養情報担当者(NR) 単 2010年08月 神戸女子大学 　

養成講座「NR特論」 　 05日 　 　

75.平成22年度兵庫県在 単 2010年05月 兵庫県国民健康保 　

宅保健師の会（ふれ 　 24日 険団体連合会 　

あいの会）研修会 　 　 　 　

「健康食品（サプリ 　 　 　 　

メント）の今日この 　 　 　 　

頃」 　 　 　 　

76.食の安全安心セミ 単 2010年03月 三田市 　

ナー「食の安全〜知っ 　 06日 　 　

ていますか？食品添 　 　 　 　

加物〜」 　 　 　 　

77.ひょうご消費生活相 単 2010年01月 （社）全国消費生 　

談プロフェショナル 　 21日 活相談員協会 　

塾「食品に関する相 　 　 　 　

談の現状と関連法 　 　 　 　

令」 　 　 　 　

78.栄養情報担当者 単 2009年11月 独立行政法人国立 　

（NR）研修会「健康 　 29日 健康・栄養研究所 　

食品（サプリメン 　 　 　 　

ト）の有効性・安全 　 　 　 　

性について 　 　 　 　

79.食品機能論-機能性食 単 2009年10月 神戸女子短期大学 　

品の有効性と安全性 　 28日 　 　

80.栄養情報担当者(NR) 単 2009年08月 神戸女子大学 　

養成講座「NR特論」 　 11日 　 　

81.栄養情報担当者(NR) 単 2009年08月 神戸女子大学 　

養成講座「NR特論」 　 06日 　 　
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82.平成21年度大庄市民 単 2009年07月 尼崎市立大庄公民 　

大学一般教養講座 　 02日 館 　

「健康食品〜健康生活 　 　 　 　

の補助になるサプリ 　 　 　 　

メント，ならないサ 　 　 　 　

プリメント〜」 　 　 　 　

83.2009年(第12回)消費 単 2009年06月 (社)日本消費生活 　

者問題スペシャリス 　 21日 アドバイザー・コ 　

ト・レベルアップセ 　 　 ンサルタント協会 　

ミナー「食の問題　 　 　 (NACS)西日本支部 　

今何が起こっている 　 　 　 　

か〜食品添加物，健康 　 　 　 　

食品について〜」 　 　 　 　

84.健康づくり講座 単 2009年03月 宝塚市長尾地区ま 　

「ジェネリック医薬 　 15日 ちづくり協議会 　

品と健康食品の品 　 　 　 　

質，有効性，安全性 　 　 　 　

は？」 　 　 　 　

85.くらしの通信講座： 単 2009年02月 西播磨生活科学セ 　

「食の安全」〜知って 　 16日 ンター 　

いますか？食品添加 　 　 　 　

物〜 　 　 　 　

86.平成20年度子どもの 単 2008年12月 芦屋市教育委員会 　

健康を育む総合食育 　 01日 　 　

推進事業における食 　 　 　 　

育研修会「食の安 　 　 　 　

全・安心は守られて 　 　 　 　

いるのか〜添加物はホ 　 　 　 　

ントに危ないの？〜」 　 　 　 　

87.消費生活講座「健康 単 2008年11月 寝屋川市立消費生 　

食品のうそ・ほん 　 18日 活センター 　

と」 　 　 　 　

88.「食品機能論-機能性 単 2008年10月 神戸女子短期大学 　

食品の有効性と安全 　 28日 　 　

性」 　 　 　 　

89.平成20年度阪神ブ 単 2008年10月 川西地区給食研究 　

ロック給食施設協議 　 21日 会 　

会・研究会合同研修 　 　 　 　

会　「食の安全は守 　 　 　 　

れるか-食品添加物と 　 　 　 　

健康食品」 　 　 　 　

90.栄養情報担当者(NR) 単 2008年08月 神戸女子大学 　

養成講座「NR特論」 　 09日 　 　

91.栄養情報担当者(NR) 単 2008年08月 神戸女子大学 　

養成講座「NR特論」 　 02日 　 　

92.健康づくり講座「サ 単 2008年03月 宝塚市長尾地区ま 　

プリメント（健康食 　 16日 ちづくり協議会 　

品）のじょうずな選 　 　 　 　

び方・摂り方」 　 　 　 　

93.「健康食品・食品添 単 2008年01月 八幡第二小学校区 　

加物等食の安全性に 　 24日 福祉委員会 　

ついて」 　 　 　 　

94.「食品機能論-機能性 単 2007年11月 神戸女子短期大学 　

食品の有効性と安全 　 21日 　 　

性」 　 　 　 　

95.「食の安心・安全は 単 2007年10月 (社)日本消費生活 　

守られているか？」 　 18日 アドバイザー・コ 　

　 　 　 ンサルタント協会 　

96.平成19年度消費生活 単 2007年09月 城陽市 　

25



研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
講座「どうつきあい 　 27日 　 　

ますか？健康食品-過 　 　 　 　

熱する健康食品ブー 　 　 　 　

ムのなかで-」 　 　 　 　

97.平成19年度生涯学習 単 2007年08月 和歌山県栄養士会 　

研修会「サプリメン 　 25日 　 　

トの基礎知識」「サ 　 　 　 　

プリメントの活用術 　 　 　 　

と栄養管理」 　 　 　 　

98.栄養情報担当者(NR) 単 2007年08月 神戸女子大学 　

養成講座「NR特論」 　 10日 　 　

99.栄養情報担当者(NR) 単 2007年08月 神戸女子大学 　

養成講座「NR特論」 　 09日 　 　

100.食育研修「食品添加 単 2007年07月 社団法人神戸市市 　

物について」 　 26日 立保育園連盟 　

101.くらしのセミナー 単 2007年05月 八幡市 　

「どうつきあう？！ 　 26日 　 　

健康食品」 　 　 　 　

102.布亀サプリメントイ 単 2006年12月 布亀株式会社 　

ンストラクター教室 　 16日 　 　

「役立つ講座」「サ 　 　 　 　

プリメントを選択す 　 　 　 　

る際のアドバイス」 　 　 　 　

103.特別講義「健康食 単 2006年11月 神戸女子短期大学 　

品・サプリメントの 　 22日 　 　

利用と効果」 　 　 　 　

104.布亀サプリメント教 単 2006年11月 布亀株式会社 　

室「おもしろ講座」 　 02日 　 　

「サプリメントの選 　 　 　 　

び方」 　 　 　 　

105.洲本市健康大学講座 単 2006年10月 洲本市医師会健康 　

　公開講座「健康食 　 21日 教育委員会 　

品・サプリメントの 　 　 　 　

利用と効果」 　 　 　 　

106.「プロジェクト科目 単 2006年10月 同志社大学 　

￢－食育と健康－食 　 11日 　 　

の安全」 　 　 　 　

107.布亀サプリメントイ 単 2006年10月 布亀株式会社 　

ンストラクター講座 　 01日 　 　

「役立つ講座」「食 　 　 　 　

品添加物と衛生管 　 　 　 　

理」 　 　 　 　

108.学校給食夏期研修会 単 2006年08月 守口市教育委員会 　

「健康食品につい 　 25日 　 　

て」 　 　 　 　

109.健康食品を正しく知 単 2006年08月 （社）全国消費生 　

る 　 12日 活相談員協会 　

110.「健康食品」〜正しい 単 2006年07月 赤穂市消費者協会 　

ダイエットとサプリ 　 28日 　 　

メントの使い方〜 　 　 　 　

111.「健康食品」「食品 単 2006年07月 ユニチカ株式会社 　

成分」の有効性評価 　 03日 　中央研究所 　

112.布亀サプリメントイ 単 2006年03月 布亀株式会社 　

ンストラクター教室 　 25日 　 　

「役立つ講座」「サ 　 　 　 　

プリメントを選択す 　 　 　 　

る際のアドバイス」 　 　 　 　

113.2月研修会「食の問題 単 2006年02月 加古川健康福祉事 　

：今，何がおこって 　 28日 務所管内集団給食 　
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いるのか？〜食中毒・ 　 　 研究会 　

食品添加物・健康食 　 　 　 　

品等について」 　 　 　 　

114.健康食品アラカルト 単 2006年02月 島本町 　

　 　 03日 　 　

115.布亀サプリメント教 単 2006年01月 布亀株式会社 　

室「おもしろ講座」 　 19日 　 　

-各論「サプリメント 　 　 　 　

の上手な用い方-サプ 　 　 　 　

リメントの選び方・ 　 　 　 　

サプリメントの摂取 　 　 　 　

の仕方」 　 　 　 　

116.布亀サプリメントイ 単 2005年12月 布亀株式会社 　

ンストラクター教室 　 17日 　 　

「役立つ講座」「食 　 　 　 　

品添加物と衛生管 　 　 　 　

理」 　 　 　 　

117.食の安全・安心ブラ 単 2005年12月 日経BP社 　

ンド調査」発売記念 　 12日 　 　

セミナー「健康食品 　 　 　 　

のリスクコミュニ 　 　 　 　

ケーションはどこま 　 　 　 　

で可能か」：「健康 　 　 　 　

食品に対する消費者 　 　 　 　

側の意識と課題」 　 　 　 　

118.消費生活講座「どう 単 2005年12月 寝屋川市立消費生 　

付き合いますか健康 　 06日 活センター 　

食品」 　 　 　 　

119.健康食品とサプリメ 単 2005年11月 社団法人兵庫県栄 　

ントについて 　 22日 養士会健康管理研 　

　 　 　 修会 　

120.特別講義「健康食品 単 2005年10月 神戸女子短期大学 　

の有効性と安全性の 　 26日 　 　

評価」 　 　 　 　

121.門真市消費生活講座 単 2005年10月 門真市 　

「健康食品のウソ・ 　 21日 　 　

ホント」 　 　 　 　

122.西宮市生涯学習大学 単 2005年10月 西宮市立総合教育 　

「宮水学園」くらし 　 18日 センター 　

コース「健康食品に 　 　 　 　

ついて考える」 　 　 　 　

123.地域創造市民塾　健 単 2005年10月 市川町消費者の会 　

康講座「食中毒は1年 　 03日 　 　

中？その予防と対 　 　 　 　

策」 　 　 　 　

124.公民館講座「食の安 単 2005年09月 　 　

全・安心：今何がお 　 30日 　 　

こっているのか？　 　 　 　 　

〜食中毒・食品添加 　 　 　 　

物・健康食品等につ 　 　 　 　

いて〜」 　 　 　 　

125.兵庫県生活創造大学 単 2005年08月 兵庫県立姫路生活 　

「食の安全・安心」 　 04日 科学センター 　

126.生活講座「健康食 単 2005年07月 赤穂市消費者協会 　

品」〜どうつきあう？ 　 29日 　 　

健康食品〜 　 　 　 　

127.食品衛生普及教育 単 2005年07月 黒田庄町保健セン 　

「食中毒予防教室」 　 28日 ター 　

「わかりやすい食品 　 　 　 　
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衛生や安全な食品の 　 　 　 　

選択について」 　 　 　 　

128.農林水産消費技術セ 単 2005年07月 独立行政法人　農 　

ンター岡山センター 　 21日 林水産消費技術セ 　

研修会「健康と食生 　 　 ンター 　

活〜健康食品とのつき 　 　 　 　

あい方〜」 　 　 　 　

129.消費者セミナー「ど 単 2005年06月 兵庫県立東播磨生 　

こが違うの！？健康 　 28日 活科学センター 　

食品と機能性食品」 　 　 　 　

130.高砂給食施設協議会 単 2005年06月 高砂給食施設協議 　

総会・研修会「食の 　 21日 会 　

問題：今何がおこっ 　 　 　 　

ているのか？　〜食中 　 　 　 　

毒・食品添加物・健 　 　 　 　

康食品等について〜」 　 　 　 　

131.平成17年度　加西給 単 2005年06月 加西給食施設協議 　

食施設協議会研修会 　 06日 会 　

「健康食品，特定保 　 　 　 　

健用食品とどうつき 　 　 　 　

あうか？」 　 　 　 　

132.平成17年度　消費者 単 2005年05月 宝塚市 　

月間記念事業講演会 　 30日 　 　

（宝塚市）「どうつ 　 　 　 　

きあいますか？健康 　 　 　 　

食品」 　 　 　 　

133.消費者セミナー「健 単 2005年03月 兵庫県立姫路生活 　

康食品を学ぶ-成分と 　 10日 科学センター 　

その効果について-」 　 　 　 　

134.消費者教育講師派遣 単 2005年02月 大阪府，関西消費 　

講座「健康食品につ 　 24日 者協会，交野市市 　

いて-サプリメントっ 　 　 民部商工観光課 　

てなあに？-」 　 　 　 　

135.2004年基礎学習分科 単 2004年11月 （社）日本消費生 　

会勉強会「“自立 　 19日 活アドバイザー・ 　

“のための情報活用 　 　 コンサルタント協 　

　シリーズIV〜大丈 　 　 会NACS西日本支部 　

夫？あなたの健康食 　 　 　 　

品〜」 　 　 　 　

136.兵庫県生活創造大学 単 2004年11月 兵庫県立東播磨生 　

「食と健康を考える 　 11日 活科学センター 　

-健康食品を考える 　 　 　 　

-」 　 　 　 　

137.平成16年度　大阪府 単 2004年11月 関西消費者協会 　

消費者問題講習会 　 05日 　 　

「秋の特別フェア」 　 　 　 　

「健康を求め続け 　 　 　 　

て・・・『健康食 　 　 　 　

品』を考える」 　 　 　 　

138.伊丹ベターファミ 単 2004年09月 伊丹市立消費生活 　

リー　時事講座「健 　 07日 センター 　

康食品（サプリメン 　 　 　 　

ト）について」 　 　 　 　

139.平成16年度消費生活 単 2004年07月 独立法人農林水産 　

センター職員等ブ 　 16日 消費技術センター 　

ロック研修会「どう 　 　 　神戸センター 　

つきあう？健康食 　 　 　 　

品」 　 　 　 　

140.平成16年度第1回「く 単 2004年06月 宮崎県消費生活セ 　
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らしのサイエンス」 　 30日 ンター 　

「賢い消費者になり 　 　 　 　

ましょう〜買ってもい 　 　 　 　

いものの見分け方〜」 　 　 　 　

141.平成16年度定例会 単 2004年05月 伊丹消費者協会 　

「食の安全・安心」 　 10日 　 　

142.食の問題・今何が起 単 2004年03月 福崎町生活科学セ 　

こっているのか 　 27日 ンター，福崎町消 　

　 　 　 費生活研究会 　

143.商品・サービス研究 単 2004年03月 兵庫県立神戸生活 　

会「どうつきあう？ 　 17日 創造センター 　

健康食品―健康食品 　 　 　 　

をめぐる動きと今後 　 　 　 　

のあり方―」 　 　 　 　

144.栄養指導におけるサ 単 2004年02月 兵庫県市町栄養士 　

プリメントの活用と 　 09日 連絡協議会 　

展望について 　 　 　 　

145.兵庫県生活創造大学 単 2003年10月 兵庫県立神戸生活 　

「消費生活セミ 　 10日 創造センター 　

ナー，食・その現状 　 　 　 　

と未来」「食の問 　 　 　 　

題・今何が起こって 　 　 　 　

いるのか」 　 　 　 　

146.大塚アカデミー＜公 単 2002年07月 大塚製薬 　

開スクールセミナー 　 11日 　 　

＞「熱中症の予防と 　 　 　 　

水分補給」 　 　 　 　

147.平成10年度食品加工 単 1998年10月 広島 　

技術研修会「加工食 　 16日 　 　

品と食品添加物」 　 　 　 　

148.輸液療法の欠点とそ 単 1995年06月 協和発酵工業株式 　

れを補う栄養素：ア 　 19日 会社筑波研究所 　

ラニルグルタミン 　 　 　 　

６．研究費の取得状況
1.受託研究（新規） 単 2022年9月9 　 ラット門脈カテーテル留置法によるカルシウム吸収実験

　 　 日 　 　

2.受託研究（新規） 単 2022年9月9 　 生命維持食品の開発に関する研究開発

　 　 日 　 　

3.受託研究（新規） 単 2022年4月1 　 岩津ねぎ健康食品「ねぎのチカラ」の機能性に関する臨床試験

　 　 日 　 　

4.受託研究（新規） 単 2021年4月1 ナッツ類のおいしさの数値化

　 　 日 　 　

5.受託研究（新規） 単 2019年12月 　 トマトの機能性研究

　 　 1日 　 　

6.受託研究（継続） 単 2019年4月1 　 岩津ねぎの機能性研究

　 　 日 　 　

7.受託研究（新規） 単 2019年4月1 　 食品成分の生体内動態に関する研究

　 　 日 　 　

8.受託研究（新規） 単 2018年06月 　 桑の実の機能性・安全性の解明及び機能性を活かした商品の開発

　 　 05日 　 　

9.受託研究（新規） 単 2018年04月 　 岩津ねぎの機能性研究

　 　 01日 　 　

10.受託研究（継続） 単 2017年09月 　 生プーアル茶に関する研究

　 　 01日 　 　

11.受託研究（継続） 単 2017年08月 　 タンパク素材の吸収性評価に関する研究

　 　 01日 　 　

12.受託研究（継続） 単 2017年04月 　 バジルの機能性の解明及び機能性を活かした商品の開発

　 　 01日 　 　

13.受託研究（新規） 単 2016年09月 　 生プーアル茶に関する研究
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

６．研究費の取得状況
　 　 01日 　 　

14.受託研究（継続） 単 2016年08月 　 タンパク素材の吸収性評価に関する研究

　 　 01日 　 　

15.兵庫県・「農」イノ 単 2016年06月 兵庫県 バジルを利用した新規機能性表示食品届け出に向けた臨床試験およ

ベーションひょうご 　 15日 　 び安全性試験の実施

研究開発プロジェク 　 　 　 　

ト支援事業 　 　 　 　

16.受託研究（継続） 単 2016年04月 　 バジルの機能性の解明及び機能性を活かした商品の開発

　 　 01日 　 　

17.受託研究（新規） 単 2015年08月 　 タンパク素材の吸収性評価に関する研究

　 　 01日 　 　

18.兵庫県・「農」イノ 単 2015年06月 兵庫県 バジルの機能性の解明及び機能性を活かした商品の開発

ベーションひょうご 　 15日 　 　

研究開発プロジェク 　 　 　 　

ト支援事業 　 　 　 　

19.受託研究（継続） 単 2015年04月 　 バジルの機能性の解明及び機能性を活かした商品の開発

　 　 01日 　 　

20.委託研究（新規） 単 2014年09月 　 麹菌発酵食品の機能性研究

　 　 01日 　 　

21.兵庫県・「農」イノ 単 2014年07月 兵庫県 バジルの機能性の解明及び機能性を活かした商品の開発

ベーションひょうご 　 22日 　 　

研究開発プロジェク 　 　 　 　

ト支援事業 　 　 　 　

22.シンポジウム助成金 単 2013年09月 日本食品化学研究 　

　 　 20日 振興財団 　

23.委託研究（新規） 単 2013年08月 　 バジルが糖質および脂質の吸収に与える影響に関する研究

　 　 01日 　 　

24.委託研究（新規） 単 2013年07月 　 油脂の体内吸収性の評価のための分析測定

　 　 01日 　 　

25.委託研究（継続） 単 2013年02月 　 食品成分の生体利用効率に関する研究

　 　 01日 　 　

26.委託研究（新規） 単 2012年02月 　 食品成分の生体利用効率に関する研究

　 　 01日 　 　

27.委託研究費　新規 単 2011年 　 天然物の糖質および中性脂肪の吸収阻害作用に関する研究

28.委託研究費　新規 単 2011年 　 ミネラルの生体利用効率に関する研究

29.委託研究費　新規 単 2011年 　 チーズホエー酵素分解物の腸管を介したカルシウム吸収に対する影

　 　 　 　 響

30.委託研究費　新規 単 2010年 　 天然物の糖質および中性脂肪の吸収阻害作用に関する研究

31.委託研究費　新規 単 2010年 　 門脈カテーテル法によるしょう油多糖類の機能性評価に関する研究

32.委託研究費　新規 単 2010年 　 ミネラルの生体利用効率に関する研究

33.委託研究費　新規 単 2009年 　 天然物の糖質および中性脂肪の吸収阻害作用に関する研究

34.委託研究費　新規 単 2009年 　 門脈カテーテル法によるしょう油多糖類の機能性評価に関する研究

35.委託研究費　新規 単 2009年 　 ミネラルの生体利用効率に関する研究

36.委託研究費　新規 単 2009年 　 チーズホエー酵素分解物の腸管を介したカルシウム吸収に対する影

　 　 　 　 響

37.委託研究　新規 単 2008年 　 天然物の糖質および中性脂肪の吸収阻害作用に関する研究

38.委託研究費　継続 単 2008年 　 門脈カテーテル法によるしょう油多糖類の機能性評価に関する研究

39.委託研究費　新規 単 2008年 　 ミネラルの生体利用効率に関する研究

40.委託研究費　新規 単 2008年 　 チーズホエー酵素分解物の腸管を介したカルシウム吸収に対する影

　 　 　 　 響

41.委託研究　新規 単 2007年 　 天然物の糖質および中性脂肪の吸収阻害作用に関する研究

42.委託研究　新規 単 2007年 　 門脈カテーテル法によるSPSの機能性評価に関する研究

43.委託研究　継続 単 2007年 　 胃瘻および門脈カテーテル留置ラットモデルでの食品素材の機能検

　 　 　 　 討

44.委託研究　継続 単 2007年 　 チーズホエー酵素分解物（CWP-D）の腸管を介したカルシウム吸収に

　 　 　 　 対する影響

45.株式会社けいはんな 共 2006年 　 新薬膳商品群の商品化研究

文部科学省知的クラ 　 　 　 　

スター創成事業　新 　 　 　 　
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

６．研究費の取得状況
規 　 　 　 　

46.委託研究費　新規 単 2006年 　 発酵茶の機能性に関する研究

47.委託研究　継続 単 2006年 　 胃瘻および門脈カテーテル留置ラットモデルでの食品素材の機能検

　 　 　 　 討

48.委託研究　継続 単 2006年 　 チーズホエー酵素分解物（CWP-D）の腸管を介したカルシウム吸収に

　 　 　 　 対する影響

49.株式会社けいはんな 共 2006年 　 QOL薬膳食品の栄養学・健康学的研究

文部科学省知的クラ 　 　 　 　

スター創成事業　継 　 　 　 　

続 　 　 　 　

50.私立大学教育研究高 単 2006年 　 地域活動栄養士の栄養指導法のデータベース化および栄養士と学生

度化推進特別補助　 　 　 　 との情報交換の推進を目的とした教育推進プログラムの開発

継続 　 　 　 　

51.委託研究　新規 単 2005年 　 胃瘻および門脈カテーテル留置ラットモデルでの食品素材の機能検

　 　 　 　 討

52.委託研究　新規 単 2005年 　 チーズホエー酵素分解物（CWP-D）の腸管を介したカルシウム吸収に

　 　 　 　 対する影響

53.株式会社けいはんな 共 2005年 　 QOL薬膳食品の栄養学・健康学的研究

知的クラスター研究 　 　 　 　

補助　継続 　 　 　 　

54.私立大学教育研究高 単 2005年 　 地域活動栄養士の栄養指導法のデータベース化および栄養士と学生

度化推進特別補助　 　 　 　 との情報交換の推進を目的とした教育推進プログラムの開発

継続 　 　 　 　

55.委託研究　新規 単 2004年 　 食品素材のラットにおける血糖値等に対する効果の検討

56.委託研究　新規 単 2004年 　 チーズホエー酵素分解物（CWP-D）の腸管を介したカルシウム吸収に

　 　 　 　 対する影響

57.株式会社けいはんな 共 2004年 　 QOL薬膳食品の栄養学・健康学的研究

知的クラスター研究 　 　 　 　

補助　新規 　 　 　 　

58.委託研究　新規 単 2004年 　 赤糠を用いた機能性食品の開発

59.私立大学教育研究高 単 2004年 　 地域活動栄養士の栄養指導法のデータベース化および栄養士と学生

度化推進特別補助　 　 　 　 との情報交換の推進を目的とした教育推進プログラムの開発

新規 　 　 　 　

60.委託研究　新規 単 2003年 　 赤糠を用いた機能性食品の開発

61.私立大学教育研究高 単 2003年 　 地域活動栄養士の栄養指導法のデータベース化および栄養士と学生

度化推進特別補助　 　 　 　 との情報交換の推進を目的とした教育推進プログラムの開発

新規 　 　 　 　

学会及び社会における活動等

年月日 事項

1.2021年6月1日〜現在 日本食品衛生学会　学会活性化委員会委員

2.2014年5月15日〜現在 「農」イノベーションひょうご推進協議会　企画運営委員会　委員

3.2012年1月1日〜現在 日本食品化学学会　理事

4.2011年9月1日〜現在 日本栄養・食糧学会　代議員

5.2011年1月1日〜2012年12月31日 日本食品化学学会　評議員

6.2009年7月1日〜現在 財団法人日本食品化学研究振興財団　評議員

7.2008年6月1日〜2011年8月31日 日本栄養・食糧学会評議員

8.2007年4月1日〜2013年3月31日 コミュニティー応援隊（兵庫県県民政策部）

9.2005年4月1日〜2007年3月31日 兵庫県生涯学習講師団

10.2001年7月1日〜2002年3月31日 西宮市学校給食検討委員会（西宮市教育委員会）委員長

　 日本薬学会

　 日本外科代謝栄養学会

　 日本食品衛生学会

　 日本栄養・食糧学会

　 日本消化吸収学会
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